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《
史
料
翻
訳
》

ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
ア
ッ
サ
ア
デ
ィ
ー
著

『
ス
ー
ダ
ー
ン
年
代
記
』

内　

田　
　

あ
か
ね　
　

野　

口　
　

舞　

子　

訳

一　

解　
　

題

（
１
）
本
書
と
著
者
）
1
（

　

本
稿
は
、
全
三
八
章
か
ら
成
る
『
ス
ー
ダ
ー
ン
年
代
記 Ta’rīkh al-Sūdān

』
の
翻
訳
で
あ
る
。『
ス
ー
ダ
ー
ン
年
代
記
』
は
、
一
七
世
紀
中

葉
に
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ）

2
（

出
身
の
知
識
人
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
ア
ッ
サ
ア
デ
ィ
ー ‘A

bd al-R
aḥm

ān al-Sa‘dī

（
一
五
九
四
―
一
六
五

五
・
六
年
以
降
没
、
以
下
サ
ア
デ
ィ
ー
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
。

　

著
者
に
つ
い
て
は
、
彼
の
ニ
ス
バ
が
示
す
通
り
、
ア
ラ
ブ
の
サ
ア
ド
族
出
身
者
で
あ
っ
た）

3
（

。
そ
の
家
系
は
、
彼
の
数
世
代
前
か
ら
ト
ン
ブ
ク

ト
ゥ
に
移
住
し
た
と
さ
れ
る
。
彼
の
幼
少
期
に
つ
い
て
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
一
六
二
六
・
七
年
に
は
ジ
ェ
ン
ネ）

4
（

近
郊
の
ベ
ナ
の
サ
ン
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コ
ー
レ
・
モ
ス
ク
の
イ
マ
ー
ム
職
に
、
そ
の
後
、
ジ
ェ
ン
ネ
や
マ
ー
ス
ィ
ナ
の
軍
人
支
配
者
層
ア
ル
マ）

5
（

の
行
政
官
に
登
用
さ
れ
、
一
六
四
六
年

に
は
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
ア
ル
マ
の
行
政
官
長
に
就
い
た
（p. lxiii

）。

　
『
ス
ー
ダ
ー
ン
年
代
記
』
は
、
西
ア
フ
リ
カ
の
広
大
な
領
域
（
現
在
の
セ
ネ
ガ
ル
、
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
サ
ハ
ラ
南
縁
を

ふ
く
む
）
を
有
し
、
北
ア
フ
リ
カ
と
の
交
易
を
支
配
す
る
こ
と
で
繁
栄
し
た
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
つ
い
て
、
一
五
世
紀
半
ば
の
興
隆
期
か
ら
ヒ
ジ
ュ

ラ
暦
一
〇
〇
〇
／
西
暦
一
五
九
一
年
（
以
下
併
記
の
場
合
は
／
で
区
切
る
）
の
滅
亡
ま
で
の
歴
史
と
、
帝
国
崩
壊
後
の
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
パ

シ
ャ
（
総
督
）
の
歴
史
を
一
〇
六
六
／
一
六
五
六
年
ま
で
記
す
。
ま
た
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
学
者
列
伝
や
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
中
流
域
の
状
況
な

ど
、
著
者
の
同
時
代
情
報
を
豊
富
に
含
む
。
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
の
同
時
代
史
料
と
し
て
は
、
当
該
書
に
加
え
て
、
マ
フ
ム
ー
ド
・
カ
ァ
テ
ィ 

M
aḥm

ūd K
a‘ti

（
一
四
六
八
―
一
五
五
二
ま
た
は
一
五
九
三
年
没
）
に
よ
る
年
代
記
『
探
求
者
の
年
代
記 Ta’rīkh al-fattāsh

』
が
あ
る）

6
（

。
い

ず
れ
も
ス
ー
ダ
ー
ン
西
部
の
歴
史
研
究
に
き
わ
め
て
大
き
な
価
値
を
も
つ
年
代
記
史
料
で
あ
る
。

　

サ
ア
デ
ィ
ー
の
叙
述
に
関
し
て
、
後
述
す
る
英
訳
者
の
ハ
ン
ウ
ィ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
サ
ア
デ
ィ
ー
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
記
述
し
た
が
、
お
そ
ら

く
彼
の
母
語
や
話
し
言
葉
は
ソ
ン
ガ
イ
語
で
あ
り
、
そ
の
文
章
ス
タ
イ
ル
は
「
優
雅
さ
に
欠
け
、
ア
ラ
ビ
ア
語
文
法
上
の
誤
り
も
あ
り
、
モ

ロ
ッ
コ
方
言
も
含
む
」
も
の
と
な
っ
て
い
る
（p. lxiv
）。
さ
ら
に
、
ハ
ン
ウ
ィ
ッ
ク
は
文
章
の
多
く
が
、（
主
語
を
明
示
せ
ず
）
三
人
称
男
性

単
数
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
に
、
誰
が
、
誰
に
言
っ
た
事
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
少
々
困
難
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
訳

者
も
度
々
困
惑
さ
せ
ら
れ
た
。

（
２
）
訳　

書

　

同
書
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
民
族
誌
学
者
の
オ
ク
タ
ー
ヴ
・
ウ
ダO

ctave V. H
oudas

に
よ
っ
て
一
八
九
八
年
に
ア
ラ
ビ
ア
語
校
訂

が
、
一
九
〇
〇
年
に
仏
訳
が
パ
リ
のErnest Leroux

社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
ウ
ダ
は
、
も
う
一
つ
の
同
時
代
史
料
『
探
求
者
の
年
代
記
』
の
校

訂
と
翻
訳
も
娘
婿
の
モ
リ
ス
・
ド
ゥ
ラ
フ
ォ
ス M

aurice D
elafosse

と
と
も
に
刊
行
し
た
。
ウ
ダ
の
訳
書
は
一
世
紀
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
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信
頼
に
足
る
も
の
と
し
て
参
照
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
九
九
年
に
は
、
西
ア
フ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
ハ
ン
ウ
ィ
ッ
ク

に
よ
っ
て
英
訳
『
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
と
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
』
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
著
作
は
『
ス
ー
ダ
ー
ン
年
代
記
』
以
外
の
史
料
訳
も
適
宜
加
え
ら

れ
、
最
新
の
成
果
が
反
映
さ
れ
た
研
究
書
で
も
あ
る
。
た
だ
し
、
同
著
は
第
三
〇
章
ま
で
（
う
ち
第
二
八
、
二
九
章
は
除
外
）
を
対
象
と
し
て

い
る
の
で
、
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
崩
壊
後
に
関
し
て
は
、
今
後
も
仏
訳
が
参
照
さ
れ
続
け
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
訳
書
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
が
崩
壊
し
た
第
三
一
章
以
降
を
邦
訳
す
る
こ
と
と
し
た
。
訳
出
に
際
し
て

は
、
ウ
ダ
に
よ
る
校
訂
の
『
ス
ー
ダ
ー
ン
年
代
記
』
を
本
と
し
た）

7
（

。
本
来
で
あ
れ
ば
、
写
本
を
全
て
参
照
し
た
上
で
訳
出
す
べ
き
で
あ
る
が
、

ハ
ン
ウ
ィ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
ウ
ダ
の
校
訂
は
修
正
す
べ
き
点
が
あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
写
本
間
の
異
同
は
少
な
く
、
人
名
や
地
名
と
い
っ
た
固

有
名
詞
の
表
記
に
幅
が
あ
る
程
度
の
よ
う
で
あ
る
（p. xivi

）。
ま
た
、
各
国
に
点
在
す
る
写
本
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
本
稿
は
現
段
階
の
暫
定
訳
と
し
た
い
。

　

な
お
、
本
邦
訳
は
、
内
田
あ
か
ね
（
故
人
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
五
日
逝
去
）
が
作
成
し
た
訳
（
遺
稿
）
に
、
野
口
舞
子
が
加
筆
・
修
正

し
た
も
の
で
あ
る
（
追
記
を
参
照
）。
本
稿
で
は
第
三
一
章
か
ら
第
三
三
章
ま
で
を
訳
す
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
意
味
が
不
明
な
箇
所
は
、
仏
訳
を

参
照
し
、
適
宜
語
句
を
補
っ
た
。
な
お
、
ウ
ダ
の
仏
訳
に
つ
い
て
は
、
二
〇
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
の
民
族
学
者
・
言
語
学
者
シ
ャ
ル
ル
・
モ

ン
テ
イ
ユ C

harles M
onteil

が
生
前
に
検
討
し
て
注
釈
を
作
成
し
て
お
り
、
没
後
、
息
子
で
東
洋
史
学
者
の
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
モ
ン
テ
イ
ユ 

V
incent M

onteil

が
そ
れ
ら
を
編
集
し
て
出
版
し
た
た
め）

8
（

、
訳
出
に
際
し
て
は
そ
れ
ら
も
参
照
し
た
。

二　

歴
史
的
背
景

）
9
（

（
１
）
ス
ー
ダ
ー
ン
と
ソ
ン
ガ
イ
帝
国）

10
（

　

本
書
が
対
象
と
す
る
の
は
、
ス
ー
ダ
ー
ン
西
部
に
興
っ
た
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
と
、
帝
国
崩
壊
後
の
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
パ
シ
ャ
の
歴
史
で
あ
る
。
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ス
ー
ダ
ー
ン
と
は
、
ビ
ラ
ー
ド
・
ア
ッ
ス
ー
ダ
ー
ン B

ilād al-Sūdān

（
ス
ー
ダ
ー
ン
の
地
、
す
な
わ
ち
「
黒
人
た
ち
の
地
」）
を
意
味
し
、
サ

ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
サ
バ
ン
ナ
地
帯
で
あ
る
サ
ヘ
ル
に
沿
う
よ
う
に
大
西
洋
岸
か
ら
紅
海
岸
へ
と
東
西
に
広
が
っ
た
帯
状
の
地
域
を
指
す
。
こ
れ

ら
の
う
ち
、
ス
ー
ダ
ー
ン
西
部
と
は
、
大
西
洋
か
ら
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
湾
曲
部
ま
で
の
地
域
を
い
う）

11
（

。
地
理
的
に
は
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
、
ジ
ェ
ン

ネ
、
ガ
オ
な
ど
の
都
市
が
含
ま
れ
、
歴
史
的
に
は
、
ガ
ー
ナ
王
国
、
マ
リ
帝
国
（
一
二
三
〇
？
―
一
五
九
九
？
年
）、
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
な
ど
が

成
立
し
た
。

　

ソ
ン
ガ
イ
帝
国
は
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
流
域
に
居
住
し
た
民
族
集
団
ソ
ン
ガ
イ
（
ソ
ン
ラ
イ
）
が
一
一
世
紀
初
頭
に
ガ
オ
を
中
心
に
築
い
た
国

家
が
起
源
と
さ
れ
る
。
一
三
世
紀
後
半
こ
ろ
に
興
っ
た
ス
ン
ニ
朝
は
、
マ
リ
王
国
の
属
国
の
地
位
に
あ
っ
た
が
、
一
五
世
紀
半
ば
の
ス
ン
ニ
・

ア
リ
ー Sunni ‘A

lī

（
ま
た
は
ソ
ン
ニ
・
ア
リ
ー Sonni ‘A

lī 

位
一
四
六
四
―
一
四
九
二
年
）
の
時
代
に
こ
の
支
配
か
ら
脱
し
、
最
盛
期
を
迎

え
た
。
し
か
し
、
彼
の
死
後
の
一
四
九
三
年
、
配
下
の
武
将
だ
っ
た
ア
ス
キ
ヤ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド A

skiya M
uḥam

m
ad Ture

（
位
一
四
九
三
―

一
五
二
九
年
）
が
ア
ス
キ
ヤ
朝
を
打
ち
立
て
た）

12
（

。
ア
ス
キ
ヤ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
は
メ
ッ
カ
巡
礼
も
行
い
、
帝
国
の
勢
力
圏
を
拡
大
す
る
と
共
に
、

宗
教
・
交
易
を
保
護
し
た
。
し
か
し
、
一
五
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
疫
病
、
旱
魃
、
洪
水
な
ど
の
災
害
が
相
次
ぎ
、
内
乱
も
生
じ
て
荒
廃
し
て

い
く
。
そ
し
て
ア
ス
キ
ヤ
＝
イ
ス
ハ
ー
ク
二
世 Isḥāq
治
下
の
一
五
九
一
年
に
は
、
モ
ロ
ッ
コ
の
サ
ア
ド
朝
の
軍
事
侵
攻
を
受
け
、
同
朝
は
滅

亡
す
る
。
ア
ス
キ
ヤ
＝
イ
ス
ハ
ー
ク
二
世
の
兄
弟
で
あ
る
ヌ
ー
フ N

ūḥ

は
ダ
ン
デ
ィ
か
ら
抵
抗
運
動
を
続
け
る
が
（
ダ
ン
デ
ィ
王
朝
と
も
い

う
）、
こ
れ
以
後
、
ス
ー
ダ
ー
ン
西
部
は
政
治
的
な
分
裂
を
迎
え
、
マ
リ
帝
国
や
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
の
よ
う
な
広
域
で
多
民
族
を
包
含
す
る
帝
国

は
誕
生
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
マ
リ
帝
国
と
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
下
で
交
易
・
宗
教
都
市
と
し
て
成
長
し
た
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
も
、
こ
れ
ら

の
帝
国
の
衰
退
に
伴
い
、
一
七
世
紀
以
降
は
衰
退
し
た）

13
（

。

（
２
）
モ
ロ
ッ
コ
と
サ
ア
ド
朝）

14
（

　

こ
の
時
代
の
モ
ロ
ッ
コ
は
、
一
四
世
紀
初
め
に
ア
ラ
ビ
ア
半
島
か
ら
移
住
し
て
き
た
シ
ャ
リ
ー
フ
の
家
系
を
自
称
す
る
サ
ア
ド
家
に
よ
っ
て



97　　アブド・アッラフマーン・アッサアディー著『スーダーン年代記』

創
始
さ
れ
た
、
サ
ア
ド
朝
（
一
五
四
九
―
一
六
五
九
年
）
の
支
配
下
に
あ
り
、
首
都
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
に
置
か
れ
た
。
当
時
、
モ
ロ
ッ
コ
は
、
キ

リ
ス
ト
教
諸
国
と
オ
ス
マ
ン
朝
の
緩
衝
地
帯
に
位
置
し
た
こ
と
も
あ
り
、
同
朝
は
両
者
と
戦
っ
た
り
同
盟
を
結
ん
だ
り
し
つ
つ
独
立
を
保
ち
続

け
た
。
こ
う
し
た
中
、
サ
ア
ド
朝
は
、
一
六
世
紀
半
ば
に
は
ス
ー
ダ
ー
ン
西
部
に
ま
で
覇
権
を
拡
大
し
よ
う
と
し
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
南
縁
に
あ

る
塩
鉱
タ
ガ
ー
ザ
を
押
さ
え
た
。
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
マ
ン
ス
ー
ル A

ḥm
ad al-M

ans

4ūr （
位
一
五
七
八
―
一
六
〇
三
年
）
の
時
代
に
は
最
盛
期

を
迎
え
、
さ
ら
に
南
下
し
た
タ
ウ
デ
ニ
塩
山
へ
の
進
出
を
目
論
ん
だ
が
、
こ
の
背
景
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
進
出
と
オ
ス
マ
ン
朝
の
侵
攻
が
あ
っ

た
。
同
朝
は
一
五
九
一
年
に
遠
征
軍
を
派
遣
し
、
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
を
滅
ぼ
し
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
と
ジ
ェ
ン
ネ
を
支
配
下
に
置
い
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
同
地
の
金
と
塩
田
、
そ
し
て
交
易
ル
ー
ト
を
支
配
し
、
黒
人
奴
隷
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
り
、
財
政
は
潤
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ア
フ

マ
ド
・
ア
ル
マ
ン
ス
ー
ル
没
後
、
ス
ー
ダ
ー
ン
西
部
を
み
す
て
た
サ
ア
ド
朝
も
、
経
済
的
基
盤
を
失
う
こ
と
と
な
り
、
急
速
に
衰
え
て
い
っ

た
。

（
３
）
ス
ー
ダ
ー
ン
西
部
の
統
治）

15
（

　

一
五
九
一
年
の
征
服
以
降
、
サ
ア
ド
朝
は
ス
ー
ダ
ー
ン
西
部
の
統
治
の
拠
点
を
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
の
首
都
ガ
オ
で
は
な
く
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に

移
し
た
。
そ
し
て
、
現
地
の
傀
儡
の
ア
ス
キ
ヤ
を
擁
立
し
つ
つ
、
サ
ア
ド
朝
か
ら
も
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
パ
シ
ャ
を
任
命
、
派
遣
し
た
。
し
か

し
、
一
六
一
二
年
以
降
、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
サ
ア
ド
朝
内
の
内
紛
に
よ
り
ス
ル
タ
ー
ン
が
統
治
を
放
棄
し
、
一
六
一
八
年
以
降
パ
シ
ャ
は
マ
ラ
ケ

シ
ュ
か
ら
派
遣
さ
れ
な
く
な
り
、
現
地
の
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
で
自
主
的
に
選
ば
れ
、
統
治
も
現
地
の
駐
屯
軍
に
任
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
ト
ン
ブ

ク
ト
ゥ
で
は
略
奪
と
破
壊
が
支
配
し
、
同
地
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。

　

サ
ア
ド
朝
の
ス
ー
ダ
ー
ン
西
部
か
ら
の
段
階
的
な
撤
退
後
も
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
パ
シ
ャ
は
サ
ア
ド
朝
ス
ル
タ
ー
ン
に
忠
誠
を
誓
い
続
け
、

金
曜
礼
拝
の
フ
ト
バ
も
同
朝
の
支
配
者
の
名
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
サ
ア
ド
朝
ス
ル
タ
ー
ン
も
即
位
の
知
ら
せ
を
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
パ
シ
ャ
、

ガ
オ
と
ジ
ェ
ン
ネ
の
守
備
隊
長
に
送
っ
て
い
た
。
本
国
の
支
え
を
失
っ
た
パ
シ
ャ
の
権
力
は
限
ら
れ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
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ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
と
ジ
ェ
ン
ネ
と
い
う
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
水
運
の
要
衝
に
位
置
し
た
交
易
都
市
を
支
配
し
続
け
な
が
ら
、
モ
ロ
ッ
コ
の
名
目
支
配

は
一
八
三
三
年
ま
で
続
い
た
。
そ
の
間
、
サ
ア
ド
朝
軍
の
残
り
と
そ
の
子
孫
は
現
地
の
ソ
ン
ガ
イ
と
の
混
血
を
繰
り
返
し
、
そ
の
子
孫
は
ソ
ン

ガ
イ
・
ア
ル
マ
と
呼
ば
れ
よ
う
に
な
っ
た
。

三　

翻　
　

訳

凡
　
例

・
テ
キ
ス
ト
に
な
い
単
語
を
補
う
場
合
は
﹇ 

﹈、
単
語
の
説
明
は
（ 

）、
ア
ラ
ビ
ア
語
頁
数
は
【 

】
を
使
用
し
た
。

・
段
落
は
仏
語
訳
に
従
っ
た
。

・
仏
語
訳
末
に
記
さ
れ
て
い
る
正
誤
表
は
、
断
り
な
く
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
。
ま
た
、
モ
ン
テ
イ
ユ
の
仏
訳
注
釈
も
適
宜
反
映
し
た
。

【
二
二
〇
】
第
三
一
章

　

ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
・
ア
ッ
テ
ィ
リ
ム
サ
ー
ニ
ー ‘A

lī b. ‘A
bd A

llāh al-Tilim
sānī

が
パ
シ
ャ
に
就
任
し
た
日
付
に
つ

い
て
は
既
に
述
べ
た
が
、
彼
は
一
〇
二
一
年
光
り
輝
く
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
一
五
日
水
曜
日
朝
に
（
西
暦
一
六
一
二
年
一
〇
月
一
日）

16
（

）
就
任
し

た
。
彼
が
就
任
し
て
か
ら
物
事
は
変
わ
り
、
状
況
は
変
化
し
た
。
災
難
と
前
代
未
聞
の
こ
と
ば
か
り
が
起
き
、
そ
れ
は
今
日
ま
で
続
い
て
い

る
。

　

反
乱
者
ア
ブ
ー
・
マ
ハ
ッ
リ
ー
・
サ
イ
イ
ド
・
ア
フ
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
・
ア
ッ
ス
ー
リ
ー A

bū M
aḥallī Sayyid 

A
ḥm

ad b. ‘A
bd A

llāh al-Sū

）
17
（rī

が
、
ア
ミ
ー
ル
＝
ム
ー
レ
イ
・
ザ
イ
ダ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ア
ル
ア
ミ
ー
ル
・
ム
ー
レ
イ
・
ア
フ
マ
ド M

aw
lāy 

Zaydān b. al-A
m

īr M
aw

lāy A
ḥm

）
18
（ad

の
追
放
後
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
人
び
と
に
書
簡
を
送
る
と
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
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ラ
ー
フ
は
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
町
に
い
る
軍
に
、
ア
ブ
ー
・
マ
ハ
ッ
リ
ー
に
バ
イ
ア
（bay‘a 

忠
誠
の
誓
い
）
を
行
い
、
ア
ミ
ー
ル
と
す
る
よ

う
求
め
た
。

　

そ
こ
で
彼
ら
は
こ
れ
に
応
じ
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
に
同
意
し
た
。
し
か
し
、
彼
の
も
と
を
離
れ
る
や
否
や
、
彼
ら
は
正
気
に
返
っ
た
。
そ
し

て
、
彼
の
求
め
に
応
じ
、
同
意
し
た
こ
と
を
悔
や
ん
で
、
拒
絶
し
た
。

　

パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、
彼
ら
が
自
ら
の
要
請
に
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
が
、
ア
ミ
ー
ル
＝
ム
ー
レ
イ
・
ザ
イ
ダ
ー
ン
へ
の
バ
イ
ア
を

破
棄
し
、
反
乱
者
（
ア
ブ
ー
・
マ
ハ
ッ
リ
ー
・
）
ア
ッ
ス
ー
リ
ー
に
バ
イ
ア
を
行
っ
た
。
そ
し
て
彼
が
バ
イ
ア
を
行
う
と
、
軍
も
、
彼
に
バ
イ

ア
を
行
っ
た
。
ジ
ェ
ン
ネ
の
人
び
と
（
軍
）
も
、
彼
ら
に
続
い
て
バ
イ
ア
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、
六
ヵ
月
が
経
っ
た
。
す
る
と
、
サ
イ
イ
ド
・
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ア
ッ
ス
ー
ス
ィ
ー Sayyid Yaḥyā al-Sūsī

が
ア
ッ
ス
ー
リ
ー
に
対
し

て
兵
を
起
こ
し
、
彼
を
殺
害
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が
届
い
た
。
サ
イ
イ
ド
・
ア
ッ
ス
ー
ス
ィ
ー
は
、
ア
ミ
ー
ル
＝
ム
ー
レ
イ
・
ザ
イ
ダ
ー
ン
に

使
者
を
送
り
、
自
ら
の
館
（
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
王
宮
）
へ
戻
り
、
再
び
君
主
と
な
る
よ
う
に
伝
え
た
。
こ
う
し
て
、
彼
は
復
権
し
た
。

　

ジ
ェ
ン
ネ
の
人
び
と
は
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
人
び
と
を
直
ち
に
非
難
し
た
。
こ
れ
は
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
人
び
と
が
古
い
時
代
に
彼
ら
の
首

に
か
け
て
行
っ
た
﹇
モ
ロ
ッ
コ
の
君
主
へ
の
﹈
バ
イ
ア
を
、
徒
ら
に
破
棄
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ジ
ェ
ン
ネ
の
人
び
と
は
ト
ン
ブ
ク

ト
ゥ
の
人
び
と
に
、
激
し
く
対
立
し
た
。
ガ
オ）

19
（

の
人
び
と
（
軍
）
が
ジ
ェ
ン
ネ
の
人
び
と
に
追
随
し
た
。
そ
も
そ
も
、
彼
ら
は
ア
ミ
ー
ル
＝

ム
ー
レ
イ
・
ザ
イ
ダ
ー
ン
へ
の
バ
イ
ア
を
維
持
し
て
お
り
、
こ
れ
を
変
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
。

　

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
人
び
と
は
、
こ
れ
を
恐
れ
た
。
そ
し
て
、﹇
一
旦
﹈
破
棄
し
た
バ
イ
ア
を
再
び
行
い
、
こ
れ
を
更
新
し
た
。
そ
れ
で
も
、

こ
の
こ
と
は
前
述
の
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
が
﹇
バ
イ
ア
を
破
棄
す
る
と
い
う
﹈
重
罪
﹇
を
犯
し
た
こ
と
﹈
に
変
り
は
な
く
、
そ
の
結
果
、
パ
シ
ャ

の
任
期
の
末
期
に
、
ア
ミ
ー
ル
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
厳
し
い
罰
を
パ
シ
ャ
に
科
し
た
。【
二
二
一
】
加
え
て
、
こ
の
パ
シ
ャ
の
時
代
、
役

人
た
ち
は
地
上
の
あ
ら
ゆ
る
地
方
と
場
所
に
お
い
て
、
不
正
を
な
し
、
暴
虐
に
振
る
舞
い
、
悪
事
を
働
い
た
。

　

ま
た
、
こ
の
時
代
に
、
白
い
烏
が
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
飛
来
し
た
。
そ
れ
は
一
〇
二
四
年
ラ
ビ
ー
ウ
第
一
月
二
二
日
（
一
六
一
五
年
四
月
一
一
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日
）
に
現
れ
、
同
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
第
一
月
二
八
日
水
曜
日
（
同
年
六
月
一
五
日
）
ま
で
目
撃
さ
れ
た
が
、
子
供
達
は
そ
れ
を
捕
ら
え
、
殺
し

て
し
ま
っ
た
。

　

一
〇
二
五
年
（
一
六
一
六
年
一
月
―
一
六
一
六
年
一
二
月
）、﹇
ニ
ジ
ェ
ー
ル
﹈
川）

20
（

が
例
年
以
上
に
氾
濫
し
た
。
こ
れ
ま
で
誰
も
そ
れ
ほ
ど
の

氾
濫
を
見
た
こ
と
が
な
く
、
ま
た
、
高
齢
の
シ
ャ
イ
フ
は
皆
、
こ
れ
ま
で
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
水
を
見
た
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
を
見
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
者
を
見
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
点
で
意
見
が
一
致
し
た
。
氾
濫
水
は
、
農
地
に
達
し
、
作
物
に
被
害
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
ジ
ェ
ン

ネ
地
方
の
西
部
の
大
部
分
が
水
没
し
、
多
く
の
人
間
や
家
畜
が
死
ん
だ
。
こ
の
年
の
ズ
ー
・
ア
ル
カ
ア
ダ
月
一
一
日
月
曜
の
夜
、
す
な
わ
ち

﹇
ユ
リ
ウ
ス
暦
の
﹈
一
一
月
一
一
日
、
川
﹇
の
氾
濫
﹈
は
、
マ
ァ
ド
ゥ
グ M

a‘do

）
21
（ko

ま
で
達
し
た
。

　

一
〇
二
六
年
初
の
聖
な
る
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
（
一
六
一
六
年
一
二
月
三
〇
日
―
一
六
一
七
年
一
月
二
八
日
）、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
と
カ
ー
イ
ド

（
将
軍
）
＝
ハ
ッ
ド
・
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
・
ア
ル
ア
ジ
ュ
ナ
ー
ス
ィ
ー Ḥ

add b. Y
ūsuf al-A

jnāsī

と
の
間
に
反
目
と
対
立
が
生
じ
た
。
パ
シ
ャ

は
、
城
砦
を
後
に
し
て
、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
人
部
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
た
八
三
人
ほ
ど
の
者
と
共
に
、
城
砦
の
外
に
留
ま
っ
た
。
彼
ら
の
全
て
は
、
一

致
団
結
し
て
彼
に
忠
実
で
あ
り
、
昼
夜
を
問
わ
ず
彼
を
警
護
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
の
権
力
は
失
墜
し
、
前
述
の
年
の
預
言

者
の
ラ
ビ
ー
ウ
（
第
一
）
月
五
日
月
曜
日
（
一
六
一
七
年
三
月
三
日
）、
解
任
さ
れ
た
。
彼
は
、
四
年
一
〇
ヵ
月
パ
シ
ャ
の
地
位
に
あ
っ
た
。

　

パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
が
解
任
さ
れ
た
日
、
全
軍
一
致
に
よ
り
、
パ
シ
ャ
＝
ア
フ
マ
ド
・
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
・
ア
ル
ウ
ル
ジ
ー A

ḥm
ad b. Y

ūsuf 

al-‘U
ljī

が
、
そ
の
地
位
に
就
い
た
。
前
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
が
投
獄
さ
れ
鉄
鎖
を
か
け
ら
れ
た
後
に
、
軍
は

ア
ミ
ー
ル
＝
ム
ー
レ
イ
・
ザ
イ
ダ
ー
ン
に
書
簡
を
送
っ
て
彼
に
つ
い
て
報
告
し
、
彼
の
不
法
行
為
と
醜
行
、
そ
し
て
彼
が
財
務
官）

22
（

な
し
に
取
得

し
た
ス
ル
タ
ー
ン
の
財
産
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ア
ミ
ー
ル
は
彼
の
こ
と
に
つ
い
て
翌
年
処
分
を
下
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
至
高
な

る
神
が
お
望
み
に
な
れ
ば
、
後
に
述
べ
る
で
あ
ろ
う
。

　
﹇
そ
の
後
も
﹈
災
難
は
増
え
る
一
方
で
、
次
の
時
に
は
、
そ
れ
以
前
よ
り
も
深
刻
さ
を
増
大
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
年
は
雨

が
降
ら
な
か
っ
た
。
人
び
と
は
雨
乞
い
の
為
に
出
か
け
、【
二
二
二
】
そ
れ
を
約
一
四
日
間
続
け
た
が
、
空
は
晴
れ
わ
た
る
ば
か
り
で
あ
っ
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た
。
そ
の
後
、
僅
か
に
雨
が
降
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
こ
の
年
、
異
常
な
価
格
の
高
騰
が
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
地
に
起
き
た
。
多
く
の
被
造
物
が
飢
え
死
に
し
、
人
び
と
は
家
畜
や
人
間

の
死
体
を
食
べ
た
。
両
替
は
貝
殻
五
〇
〇
個
ま
で
下
落
し
た
。
そ
の
後
、
疫
病
が
発
生
し
、
飢
え
を
免
れ
た
人
び
と
の
多
く
が
こ
の
疫
病
で
死

ん
だ
。
価
格
の
高
騰
は
二
年
間
続
き
、
人
び
と
は
財
産
を
手
離
し
、
家
財
道
具
を
売
り
払
っ
た
。
シ
ャ
イ
フ
た
ち
は
、
自
分
た
ち
は
こ
の
よ
う

な
事
態
を
見
た
こ
と
は
な
く
、
同
様
の
こ
と
を
彼
ら
以
前
の
シ
ャ
イ
フ
た
ち
か
ら
を
聞
い
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
点
で
意
見
が
一
致
し
た
。

　

前
述
の
年
末
の
ズ
ー
・
ア
ル
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
末
の
木
曜
日
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
﹇
の
氾
濫
﹈
は
マ
ァ
ド
ゥ
グ
ま
で
達
し
た
。
こ
れ
は
、﹇
ユ
リ
ウ

ス
暦
の
﹈
一
二
月
一
八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
〇
二
七
年
サ
フ
ァ
ル
月
二
二
日
の
日
曜
日
午
後
の
礼
拝
後
（
一
六
一
八
年
二
月
八
日
）、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
人
び
と
は
、
東
の
空
に
遠
く

で
鳴
る
雷
の
よ
う
な
音
を
聞
い
た
。
そ
の
音
が
非
常
に
荒
々
し
い
た
め
に
、
地
震
だ
と
感
じ
た
者
も
い
た
。
こ
う
し
て
恐
怖
と
怯
え
が
市
場
の

人
び
と
に
生
じ
、
彼
ら
は
逃
げ
、
散
り
散
り
に
な
っ
た
。

　

私
が
信
用
を
置
い
て
い
る
同
輩
の
ひ
と
り
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
彼
は
、
こ
の
時
、
街
の
外
一
日
行
程
の
と
こ
ろ
に
あ
る
木
の
下
に

座
っ
て
い
た
。
大
地
が
揺
れ
動
き
、
木
々
は
倒
れ
、
虫
が
巣
穴
か
ら
這
い
出
て
き
た
。
そ
の
後
、
地
震
は
収
ま
り
、
木
々
は
元
の
状
態
に
戻

り
、
虫
も
巣
穴
に
戻
っ
た
と）

23
（

。

　

こ
の
年
の
預
言
者
の
ラ
ビ
ー
ウ
（
第
一
）
月
末
の
火
曜
日
（
一
六
一
八
年
三
月
一
七
日
）、
ア
ミ
ー
ル
＝
ム
ー
レ
イ
・
ザ
イ
ダ
ー
ン
の
も
と

か
ら
若
き）

24
（

パ
シ
ャ
＝
ア
ン
マ
ー
ル ‘A

m
m

ār

と
、
カ
ー
イ
ド
＝
マ
ー
ミ
ー
・
ア
ッ
ト
ゥ
ル
キ
ー M

ām
ī al-Turkī

が
、
遠
征
軍
を
率
い
て
や
っ

て
き
た
。
そ
の
遠
征
軍
に
は
、
約
四
〇
〇
人
の
銃
兵）

25
（

と
、【
二
二
三
】
財
務
官
で
カ
ー
イ
ド
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
バ
ク
ル 

M
uḥam

m
ad b. A

bī B
akr

が
い
た
。
彼
ら
は
そ
の
日
の
午
前
、
ア
ブ
ラ
ー
ズ
（
ま
た
は
ア
ブ
ラ
ー
ザ
）
に
野
営
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
夜
、
パ

シ
ャ
＝
ア
フ
マ
ド
・
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
は
、
彼
ら
に
挨
拶
を
し
に
や
っ
て
来
た
。
そ
し
て
、
同
地
（
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
）
の
法
学
者
で
高
名
な
人

び
と
も
、
同
様
に
や
っ
て
来
た
。
こ
う
し
て
ラ
ビ
ー
ウ
第
二
月
水
曜
日
の
新
月
の
夜
と
な
っ
た
。
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パ
シ
ャ
＝
ア
ン
マ
ー
ル
は
、
そ
の
翌
日
、﹇
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
﹈
町
へ
入
っ
た
。
他
方
で
、
カ
ー
イ
ド
＝
マ
ー
ミ
ー
と
銃
兵
は
、
土
曜
日
の

午
前
に
な
っ
て
か
ら
町
に
入
り
、
ス
ル
タ
ー
ン
（
ザ
イ
ダ
ー
ン
）
の
書
簡
を
読
み
上
げ
、
前）

26
（

パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー

フ
に
つ
い
て
命
令
さ
れ
た
こ
と
を
実
行
し
た
。
カ
ー
イ
ド
＝
マ
ー
ミ
ー
は
、
前
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
に
﹇
彼
が
着
服
し
た
﹈
ス
ル
タ
ー
ン
の
財
産

に
つ
い
て
尋
問
し
、
激
し
く
拷
問
を
行
っ
た
の
で
、
前
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
こ
の
時
死
ん
だ
。

　

カ
ー
イ
ド
＝
ハ
ッ
ド
は
、
新
パ
シ
ャ
や
軍
が
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
へ
到
着
し
た
三
日
後
、
軍
勢
と
共
に
ア
サ
フ
ァ
イ
へ
向
け
て
遠
征
軍
と
共
に
出

発
し
た
。
既
に
、
前
述
の
カ
ー
イ
ド
＝
マ
ー
ミ
ー
と
共
に
来
た
銃
兵
た
ち
は
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
流
域）

27
（

に
分
散
し
、
そ
の
ど
の
集
団
も
、
改
宗
者

や
ア
ン
ダ
ル
ス
人
の
部
隊
と
合
流
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
ガ
オ
の
町
へ
マ
ー
ミ
ー
を
追
い
や
り
、
彼
は
死
ぬ
ま
で
そ
こ
に
と
ど
ま
っ

た
。

　

カ
ー
イ
ド
＝
ハ
ッ
ド
が
こ
の
軍
勢
を
率
い
て
、﹇
ア
サ
フ
ァ
イ
に
向
け
て
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
を
﹈
出
発
し
た
理
由
は
、
ア
ス
キ
ヤ
＝
ア
ル
ア

ミ
ー
ン al-A

m

）
28
（īn

の
も
と
か
ら
ダ
ン
デ
ィ
・
フ
ァ
ー
リ
ー D

endi Fā

）
29
（rī

が
ク
ビ
の
町
の
方
に
向
け
て
、
襲
撃
を
開
始
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が
彼

ら
に
届
い
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
ホ
ン
ボ
リ
・
コ
イ H

om
bori K

）
30
（oi

は
、
ダ
ン
デ
ィ
・
フ
ァ
ー
リ
ー
に
使
者
を
送
り
、
ア
ス
キ
ヤ
が
、
重

篤
な
病
に
罹
っ
た
た
め
、
軍
を
率
い
て
戻
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
う
し
て
、
ダ
ン
デ
ィ
・
フ
ァ
ー
リ
ー
は
﹇
ダ
ン
デ
ィ
へ
﹈
戻
っ
た
が
、
カ
ー
イ

ド
＝
ハ
ッ
ド
は
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
が
氾
濫
す
る
ま
で
、
警
戒
し
て
そ
こ
に
留
ま
っ
た
。

　

ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
第
二
月
（
一
六
一
八
年
五
月
一
六
日
―
六
月
一
三
日
）、
パ
シ
ャ
＝
ア
ン
マ
ー
ル
は
、
財
務
官
で
カ
ー
イ
ド
の
ア
ー
ミ
ル
・

ブ
ン
・
ア
ル
ハ
サ
ン ‘Ā

m
ir b. al-Ḥ

asan

と
共
に
、
彼
の
後
就
任
者
た
ち
全
て
に
及
ん
だ
審
問
や
試
練
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
強
く
高
貴
な
様

子
で
マ
ラ
ケ
シ
ュ
に
戻
っ
た
。
他
方
、
カ
ー
イ
ド
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
バ
ク
ル
は
、
財
務
官
と
し
て
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
留
ま
っ

た
。

　

ラ
ジ
ャ
ブ
月
（
一
六
一
八
年
六
月
一
四
日
―
七
月
一
三
日
）、
軍
は
、
パ
シ
ャ
＝
ア
フ
マ
ド
・
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
を
罷
免
し
た
。
彼
は
一
年

と
四
ヶ
月
の
間
、
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
こ
の
月
、
ハ
ッ
ド
・
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
・
ア
ル
ア
ジ
ュ
ナ
ー
ス
ィ
ー
が
、
こ
れ
ら
の
軍
の
合
意
に
よ
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り
パ
シ
ャ
に
就
任
し
た
。

　

同
月
、
前
述
の
ア
ス
キ
ヤ
＝
ア
ル
ア
ミ
ー
ン
が
没
し
た
。
彼
の
地
位
に
、
ア
ス
キ
ヤ
＝
ダ
ー
ウ
ー
ド
・
ブ
ン
・
ア
ス
キ
ヤ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・

バ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ア
ル
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ス
キ
ヤ
・
ダ
ー
ウ
ー
ド D

āw
ūd b. A

skiya M
uḥam

m
ad B

ān b. al-A
m

īr A
skiya D

āw
ūd

が
、
ダ
ン

デ
ィ
で
就
い
た
。
こ
う
し
て
、
同
月
、
パ
シ
ャ
＝
ハ
ッ
ド
は
、
か
の
地
か
ら
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
遠
征
軍
を
率
い
て
戻
っ
た
。
彼
は
、
祝
福
さ
れ

た
幸
運
な
統
治
者
で
あ
り
、
彼
の
任
期
は
輝
か
し
い
最
良
の
時
期
で
あ
っ
た
。【
二
二
四
】
同
年
、
彼
は
、
カ
ナ
イ
の
十
分
の
一
税 ‘ushūr 

al-K
an

）
31
（ai

の
支
払
い
を
免
除
し
た
。
と
い
う
の
も
、
か
の
価
格
の
高
騰
に
よ
る
損
害
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ム
ス
リ
ム

に
と
っ
て
大
い
な
る
喜
び
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
年
の
シ
ャ
ッ
ワ
ー
ル
月
初
め
（
一
六
一
八
年
九
月
一
一
日
―
）、
彗
星
が
現
れ
た
。
そ
れ
は
、
最
初
、
夜
明
け
に
現
れ
て
上
昇
を
続

け
、
日
没
の
礼
拝
か
ら
夜
半
の
礼
拝
の
間
に
天
頂
に
達
し
、
消
え
た
。

　

一
〇
二
八
年
聖
な
る
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
二
一
日
火
曜
夜
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
﹇
の
氾
濫
﹈
は
マ
ァ
ド
ゥ
グ
ま
で
達
し
た
。
こ
れ
は
、﹇
ユ
リ
ウ
ス

暦
の
﹈
一
二
月
二
九
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
同
月
末
、
パ
シ
ャ
＝
ハ
ッ
ド
が
没
し
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ナ
ッ
デ
ィ M

uḥam
m

ad N
aḍḍi

の
モ
ス
ク

に
埋
葬
さ
れ
た
。
彼
は
、
七
ヵ
月
の
間
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
付
で
、
軍
の
合
意
の
も
と
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
マ
ー
ッ
ス
ィ
ー M

uḥam
m

ad b. A
ḥm

ad al-M
āssī

が
、
パ
シ
ャ

に
就
任
し
た
。
パ
シ
ャ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
ア
ス
キ
ヤ
＝
バ
ク
ル
・
ク
ン
ブ
・
ブ
ン
・
ヤ
ア
ク
ー
ブ
・
ブ
ン
・
ア
ル
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ス
キ
ヤ
・

ア
ル
ハ
ー
ッ
ジ
ュ
・
ム
ハ
ン
マ
ド B

akr K
unbū b. Ya‘qūb b. al-A

m
īr A

skiya al-Ḥ
ājj M

uḥam
m

ad

を
罷
免
し
た
が
、
こ
の
バ
ク
ル
は
、﹇
罷

免
さ
れ
る
ま
で
﹈
一
二
年
間
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
そ
の
直
後
、
ア
ス
キ
ヤ
＝
ア
ル
ハ
ー
ッ
ジ
ュ
・
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
バ
ク
ル
・
ク
イ
シ
ャ

ア
・
ブ
ン
・
ア
ル
フ
ッ
ク
・
ダ
ン
ク
・
ブ
ン
・
ウ
マ
ル
・
ク
ム
ザ
ー
グ al-Ḥ

ājj Ibn A
bī B

akr K
uysha‘a b. al-Fukk D

ank b. ‘U
m

ar 

K
um

zāgh

が
即
位
し
た
。
パ
シ
ャ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、﹇
前
の
パ
シ
ャ
＝
﹈
ア
フ
マ
ド
・
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
を
捕
ら
え
て
投
獄
し
、
死
ぬ
ま
で

牢
獄
に
留
め
た
。
そ
し
て
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
で
こ
の
逮
捕
と
投
獄
を
行
っ
た
後
、
ジ
ェ
ン
ネ
の
カ
ー
イ
ド
に
、
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
ウ
マ
ル
・
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ア
ル
カ
ス
リ
ー Y

ūsuf b. ‘U
m

ar al-Q
aṣrī

を
任
命
し
た
。

　

彼
は
、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
部
隊
﹇
の
長
﹈
に
、
甥
の
ム
バ
ー
ラ
ク
を
任
じ
た
。
ム
バ
ー
ラ
ク
は
権
力
を
得
る
と
、
彼
の
オ
ジ
（
す
な
わ
ち
パ
シ
ャ

＝
ム
ハ
ン
マ
ド
）
の
殺
害
を
望
ん
だ
。
パ
シ
ャ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
こ
れ
に
気
付
く
と
、
ム
バ
ー
ラ
ク
の
も
と
へ
自
ら
急
ぎ
向
か
っ
た
。
そ
し

て
、
彼
に
猛
毒
を
飲
ま
せ
た
。
ム
バ
ー
ラ
ク
は
そ
の
時
死
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
パ
シ
ャ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
フ
ェ
ス
部
隊
の
カ
ー
イ
ド
に
、
当
時
、
バ
シ
ュ
ー
ズ）

32
（

で
あ
っ
た
ハ
ン
ム
・
ブ
ン
・
ア
リ
ー
・
ア
ッ
ダ

ル
イ
ー Ḥ

am
m

 b. ‘A
lī al-D

ar‘ī

を
指
名
し
た
。
そ
の
後
、
至
高
な
る
神
は
、
こ
の
ハ
ン
ム
を
通
じ
て
、
パ
シ
ャ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
を
卑
し
め
死

亡
を
決
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
前
述
の
カ
ー
イ
ド
＝
ハ
ン
ム
・
ブ
ン
・
ア
リ
ー
は
、
パ
シ
ャ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
と
そ
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
で
副
官）

33
（

で
あ

る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
カ
ン
バ
ク
リ
・
ア
ル
マ
ー
ッ
ス
ィ
ー M

uḥam
m

ad K
anbakli al-M

āssī

を
捕
ら
え
、
投
獄
し
、
二
人
は
悪
し
き
方
法
で
殺
さ

れ
た
。

　

パ
シ
ャ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
は
二
年
一
一
ヵ
月
そ
の
地
位
に
あ
り
、
三
ヶ
月
間
幽
閉
さ
れ
た
。
こ
の
彼
の
在
任
期
間
は
、
ア
ス
キ
ヤ
＝
ア
ル

ハ
ー
ッ
ジ
ュ
﹇
の
在
任
期
間
﹈
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
カ
ー
イ
ド
＝
ハ
ン
ム
・
ブ
ン
・
ア
リ
ー
・
ア
ッ
ダ
ル
イ
ー
は
、
パ
シ
ャ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
の
逮
捕
の
日
、
位
に
就
い
た
。【
二
二

五
】
そ
れ
は
、
一
〇
三
〇
年
末
の
聖
な
る
ズ
ー
・
ア
ル
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
一
九
日
水
曜
日
（
一
六
二
二
年
一
〇
月
二
五
日
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼

は
、
パ
シ
ャ
位
に
就
か
ず
（
す
な
わ
ち
パ
シ
ャ
の
称
号
を
用
い
ず
）、
ま
た
、
高
等
の
館 al-D

ār al-‘Ā
liya

（
パ
シ
ャ
の
政
庁
）
に
も
住
ま
わ

ず
、
城
砦
の
中
に
別
の
館
を
建
て
、
そ
こ
に
住
ん
だ
。

　

一
〇
三
一
年
サ
フ
ァ
ル
月
下
旬
（
一
六
二
一
年
一
二
月
二
六
日
―
）、
カ
ー
イ
ド
＝
ハ
ン
ム
は
ジ
ェ
ン
ネ
の
町
の
カ
ー
イ
ド
で
あ
る
ユ
ー
ス

フ
・
ブ
ン
・
ウ
マ
ル
・
ア
ル
カ
ス
リ
ー
に
使
者
を
送
り
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
召
喚
し
た
。
こ
れ
は
以
前
両
者
の
間
で
起
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、

カ
ー
イ
ド
＝
ユ
ー
ス
フ
に
報
復
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ユ
ー
ス
フ
は
、
そ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
預
言
者
の
ラ
ビ
ー
ウ
﹇
第
一
﹈
月
五
日
月

曜
日
の
朝
（
一
六
二
二
年
一
月
八
日
）、
ジ
ェ
ン
ネ
を
発
ち
、
一
〇
日
木
曜
日
に
（
同
一
三
日
）
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
着
い
た
。
し
か
し
、
カ
ー
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イ
ド
＝
ハ
ン
ム
は
、
ユ
ー
ス
フ
が
彼
の
好
意
を
得
る
た
め
に
い
く
ら
支
払
う
か
、
両
者
の
間
の
使
者
に
対
し
て
表
明
す
る
ま
で
、
ユ
ー
ス
フ
と

の
面
会
に
同
意
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ユ
ー
ス
フ
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
能
力
と
意
志
と
力
と
権
能
の
持
ち
主
で
あ
る
お
方
（
神
）
の
権
能
に
よ
っ
て
、
同
月
一
六
日
金
曜
日
夜
（
同
一
九
日
）
前
述
の

カ
ー
イ
ド
＝
ハ
ン
ム
は
、
モ
ス
ク
で
殺
さ
れ
た
。
彼
は
そ
の
時
イ
マ
ー
ム
の
後
ろ
で
夜
半
の
礼
拝
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
イ
マ
ー
ム
の

後
ろ
で
二
度
目
の
平
伏
礼
で
跪
拝
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
あ
る
者
に
銃
で
撃
た
れ
た
。
そ
の
者
は
パ
シ
ャ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
マ
ー
ッ

ス
ィ
ー
の
支
持
者
で
あ
る
マ
ー
ッ
サ
出
身
の
人
々
の
一
人
で
、
銃
を
持
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
大
き
な
集
団
で
、
マ
ー
ッ
ス
ィ
ー
と
彼
ら
の
使
者

を
通
し
て
、
こ
の
夜
カ
ー
イ
ド
＝
ハ
ン
ム
を
殺
害
す
る
と
密
か
に
彼
に
約
束
を
交
わ
し
て
い
た
。
殺
人
者
は
逃
げ
て
命
拾
い
し
て
い
た
が
、

﹇
代
わ
り
に
﹈
事
件
に
居
合
わ
せ
た
者
が
捕
ら
え
ら
れ
、
モ
ス
ク
の
門
の
外
で
殺
さ
れ
た
。

　

軍
の
高
官
た
ち
は
、
パ
シ
ャ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
マ
ー
ッ
ス
ィ
ー
と
副
官
ム
ハ
ン
マ
ド
・
カ
ン
バ
ク
リ
の
殺
害
に
合
意
し
た
。
二
人
は
そ

の
時
殺
害
さ
れ
、
そ
の
頭
部
は
翌
日
市
場
に
吊
さ
れ
た
。
ま
た
、
軍
の
高
官
た
ち
は
、
前
述
の
カ
ー
イ
ド
＝
ユ
ー
ス
フ
に
つ
い
て
合
意
し
、
そ

の
時
彼
を
カ
ー
イ
ド
＝
ハ
ン
ム
の
地
位
に
就
け
た
。﹇
こ
う
し
て
、
亡
く
な
っ
た
﹈
三
人
は
、
そ
の
夜
、
来
世
で
再
会
し
た
。

　

前
の
カ
ー
イ
ド
＝
ハ
ン
ム
・
ブ
ン
・
ア
リ
ー
は
位
に
就
く
と
、
ア
ス
キ
ヤ
＝
ア
ル
ハ
ー
ッ
ジ
ュ
を
解
任
し
、
テ
ン
デ
ィ
ル
マ
の
ム
ハ
ン
マ

ド
・
バ
ン
カ
ン
・
ブ
ン
・
バ
ラ
マ
ゥ
・
ア
ッ
サ
デ
ィ
ー
ク
・
ブ
ン
・
ア
ル
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ス
キ
ヤ
・
ダ
ー
ウ
ー
ド M

uḥam
m

ad B
ankan b. 

B
alam

a‘ M
uḥam

m
ad al-Ṣadīq b. al-A

m
īr A

skiya D
āw

ūd
を
召
喚
し
、
彼
を
ア
ス
キ
ヤ
に
任
じ
た
。【
二
二
六
】
ム
ハ
ン
マ
ド
は
ハ
ン
ム
の

就
任
後
直
ち
に
や
っ
て
き
た
。
カ
ー
イ
ド
＝
ハ
ン
ム
は
、
そ
の
地
位
に
三
ヶ
月
間
あ
っ
た
。

　

一
〇
三
一
年
預
言
者
の
ラ
ビ
ー
ウ
（
第
一
）
月
一
六
日
金
曜
日
、
カ
ー
イ
ド
＝
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
ウ
マ
ル
・
ア
ル
カ
ス
リ
ー
が
、
全
軍
一

致
に
よ
り
、
最
高
位
に
就
い
た
。
彼
は
、
前
の
カ
ー
イ
ド
＝
ハ
ン
ム
の
建
て
た
館
で
、
カ
ー
イ
ド
の
称
号
や
住
居
に
つ
い
て
前
の
カ
ー
イ
ド
＝

ハ
ン
ム
の
や
り
方
に
倣
っ
た）

34
（

。
ユ
ー
ス
フ
は
、
祝
福
さ
れ
た
総
督
で
あ
り
、
彼
の
任
期
は
最
良
で
繁
栄
を
享
受
し
、
幸
福
や
豊
か
さ
、
安
楽
や

豊
作
が
あ
っ
た
。



　　お茶の水史学　62号　　106

　

就
任
し
た
と
き）

35
（

、
彼
は
、
マ
ッ
ル
ー
ク
・
ブ
ン
・
ザ
ル
ク
ー
ン M

allūk b. Zarqūn

を
カ
ー
イ
ド
と
し
て
ジ
ェ
ン
ネ
へ
派
遣
し
た
。
マ
ッ

ル
ー
ク
は
丸
一
年
間
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
カ
ー
イ
ド
＝
ユ
ー
ス
フ
は
マ
ッ
ル
ー
ク
を
解
任
し
た
。
そ
の
後
、
カ
ー
イ
ド
＝
イ
ブ

ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
カ
リ
ー
ム
・
ア
ル
ジ
ャ
ラ
ー
リ
ー Ibrāhīm

 b. ‘A
bd al-K

arīm
 al-Jarārī

を
ジ
ェ
ン
ネ
に
派
遣
し
、
イ

ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
、
丸
二
年
間
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
に
よ
っ
て
そ
の
地
の
雑
税 m

aks

を
与
え
ら
れ
、
そ
こ
で
多
く
の
財
を
な

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
で
彼
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
諸
税
の
支
払
い
を
見
事
に
行
っ
た
。
そ
の
後
、
ユ
ー
ス
フ
は
、
ハ
ー
キ
ム
（
政
務

官
）
と
し
て
、
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ウ
バ
イ
ド ‘A

lī b. ‘U
bayd

を
ジ
ェ
ン
ネ
に
任
じ
た
。

　

一
〇
三
二
年
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
二
三
日
土
曜
日
（
一
六
二
三
年
七
月
一
一
日
）、
カ
ー
イ
ド
＝
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・

ア
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
ア
ル
ヒ
ン
デ
ィ
ー ‘A

bd A
llāh b. ‘A

bd al-R
aḥm

ān al-H
indī

は
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
町
へ
入
っ
た
。
当
時
、
彼
は
バ
ン
バ）

36
（

の
カ
ー
イ
ド
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
パ
シ
ャ
の
地
位
に
就
任
す
る
こ
と
を
求
め
て
、
彼
の
部
下
た
ち
と
共
に
、
夜
明
け
に
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
町
へ

入
っ
た
。
彼
を
呼
び
、
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
よ
う
扇
動
し
た
の
は
、
タ
ガ
ー
ザ
の
徴
税
に
お
け
る
ス
ル
タ
ー
ン
の
財
務
官
で
シ
ャ
イ
フ

の
、
ア
リ
ー
・
ア
ッ
ダ
ラ
ー
ウ
ィ
ー ‘A
lī al-D

arāw
ī

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
カ
ー
イ
ド
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
バ
ク
ル
・
ア
ル

ア
ミ
ー
ン
と
軍
の
高
官
達
は
、
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
の
要
求
に
応
じ
ず
、
彼
を
町
か
ら
無
理
矢
理
追
放
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
彼
と
シ
ャ
イ
フ
の
ア
リ
ー
・
ア
ッ
ダ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
は
、
改
宗
者
か
ら
な
る
彼
の
部
隊
や
、
彼
の
部
隊
に
属
し
て
い
な
か
っ
た
が

彼
ら
に
従
っ
た
者
た
ち
と
と
も
に
町
を
出
た
。
彼
ら
は
、
カ
バ
ラ
の
港
に
留
ま
り
、
ジ
ェ
ン
ネ
の
町
に
い
た
彼
ら
の
同
輩
た
ち
に
﹇
や
っ
て
来

る
よ
う
﹈
使
者
を
送
っ
た
。
す
る
と
彼
ら
が
や
っ
て
来
て
、
戦
う
こ
と
に
同
意
し
た
。

　

支
配
者
で
カ
ー
イ
ド
の
ユ
ー
ス
フ
は
、
和
平
を
結
ぶ
た
め
、
彼
ら
の
も
と
に
法
学
者
た
ち
と
シ
ャ
リ
ー
フ
た
ち
を
派
遣
し
た
。
し
か
し
、

カ
ー
イ
ド
＝
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
ら
は
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
カ
ー
イ
ド
＝
ユ
ー
ス
フ
と
財
務
官
で
カ
ー
イ
ド
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア

ビ
ー
・
バ
ク
ル
は
、
彼
ら
と
と
も
に
い
た
軍
に
、
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
ら
と
の
戦
い
の
準
備
を
し
た
。
そ
し
て
、
前
述
の
年
の
シ
ャ
ッ
ワ
ー

ル
月
二
五
日
水
曜
日
（
一
六
二
三
年
八
月
一
二
日
）
に
、
両
軍
は
相
見
え
た
。
そ
し
て
会
戦
し
、
両
軍
で
神
が
そ
の
往
生
を
定
め
た
者
が
﹇
そ
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こ
で
﹈
死
ん
だ
。

　
【
二
二
七
】
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
は
望
み
敗
れ
、
バ
ン
バ
へ
戻
っ
た
。
シ
ャ
イ
フ
＝
ア
リ
ー
・
ア
ッ
ド
ゥ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
が
、
彼
に
従
っ

た
。
そ
の
後
、
当
時
の
ガ
オ
の
軍
の
カ
ー
イ
ド
＝
カ
ー
イ
ド
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
カ
ル
ー
ウ
ィ
ー
・
ア
ル
マ
ー
ッ
ス
ィ
ー al-Q

ā’id 

M
uḥam

m
ad al-K

alūw
ī al-M

āssī

が
、
至
高
な
る
神
の
友
、
シ
ャ
イ
フ
で
あ
る
ア
ル
ム
ニ
ー
ル al-M

unīr

の
も
と
へ
や
っ
て
来
た
。
そ
し
て
、

自
ら
と
共
に
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
い
る
カ
ー
イ
ド
＝
ユ
ー
ス
フ
の
も
と
へ
行
き
、
彼
と
カ
ー
イ
ド
＝
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
の
間
を
調
停
す
る
よ

う
に
求
め
た
。

　

こ
う
し
て
、
ム
ハ
ン
マ
ド
と
ア
ル
ム
ニ
ー
ル
は
﹇
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
﹈
来
て
、
両
者
の
和
約
を
結
ん
だ
。
カ
ー
イ
ド
＝
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー

フ
は
、
そ
の
和
平
に
臨
席
し
た
。
こ
う
し
て
、
両
者
は
和
平
を
結
び
、
カ
ー
イ
ド
＝
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
は
自
ら
の
町
バ
ン
バ
へ
戻
っ
た
。

そ
の
後
、
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
は
シ
ャ
イ
フ
＝
ア
リ
ー
が
没
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
彼
は
自
ら
服
毒
し
て
死
ん
だ

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
神
の
守
護
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　

カ
ー
イ
ド
＝
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
は
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
カ
ー
デ
ィ
ル ‘A

lī b. ‘A
bd al-Q

ādir

が
ト
ゥ
ワ
ー
ト

に
出
発
す
る
ま
で
、
バ
ン
バ
に
住
ん
だ
。
そ
の
後
、
パ
シ
ャ
の
代
理
で
弟
の
、
カ
ー
イ
ド
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
ア
ラ
ブ M

uḥam
m

ad al-

‘A
rab

が
そ
の
地
位
に
就
い
た
。
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
は
、
裏
切
り
に
あ
っ
て
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
へ
連
行
さ
れ
た
。
彼
は
、
預
言
者
生
誕
の
日

の
夜
、
打
ち
首
に
さ
れ
、
市
場
に
吊
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
が
、
彼
の
殺
害
を
命
じ
た
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。

　

一
〇
三
六
年
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
二
〇
日
（
一
六
二
七
年
四
月
二
六
日
）、
カ
ー
イ
ド
＝
ユ
ー
ス
フ
は
、
そ
の
地
位
か
ら
解
任
さ
れ
た
。
彼
は

五
年
五
ヶ
月
、
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
カ
ー
イ
ド
＝
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
カ
リ
ー
ム
・
ア
ル
ジ
ャ
ラ
ー
リ
ー

が
、
軍
全
て
の
合
意
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
位
に
就
い
た
。
カ
ー
イ
ド
＝
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
、
カ
ー
イ
ド
の
政
庁
に
住
ん
だ
。
彼
が
就
任
し
た

こ
の
月
、
カ
ー
イ
ド
＝
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
、
ジ
ェ
ン
ネ
の
ハ
ー
キ
ム
職
か
ら
、
ハ
ー
キ
ム
＝
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ウ
バ
イ
ド
を
解
任
し
、
サ
イ
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イ
ド
・
マ
ン
ス
ー
ル
・
ブ
ン
・
ア
ル
バ
ー
シ
ャ
ー
・
マ
フ
ム
ー
ド
・
ル
ン
ク Sayyid M

anṣūr b. al-B
āshā M

aḥm
ūd Lunk

を
ハ
ー
キ
ム
と
し

て
任
命
し
た
。

　

一
〇
三
七
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
第
一
月
（
一
六
二
七
年
一
二
月
二
九
日
―
一
六
二
八
年
一
月
二
七
日
）、﹇
サ
ア
ド
朝
﹈
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ム
ー
レ

イ
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
マ
ー
リ
ク
・
ブ
ン
・
ム
ー
レ
イ
・
ザ
イ
ダ
ー
ン M

aw
lāy ‘A

bd al-M
ālik b. M

aw
lāy Zayd

）
37
（ān

の
使
者
が
、
彼
の
即
位
と

彼
の
父
の
死
の
知
ら
せ
を
持
っ
て
や
っ
て
来
た
。
そ
し
て
、
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
第
二
月
四
日
木
曜
日
（
一
月
三
一
日
）、
使
者
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
彼
の
勅
令
の
写
し
が
、
ジ
ェ
ン
ネ
の
町
に
到
着
し
た
。

　

同
月
一
一
日
木
曜
日
（
二
月
七
日
）、
カ
ー
イ
ド
＝
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ア
ッ
ジ
ャ
ラ
ー
リ
ー
は
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
で
パ
シ
ャ
に
就
任
し

た
。
そ
し
て
、
彼
は
パ
シ
ャ
の
館
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
軽
ん
じ
ら
れ
、
そ
の
パ
シ
ャ
と
し
て
の
力
は
弱
く
、
下
級
の
銃
兵
た
ち
が
臣
民

に
対
し
て
内
外
で
専
横
し
て
も
、
禁
止
す
る
者
も
非
難
す
る
者
も
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
強
奪
し
、
暴
れ
、
悪
を
国
に
蔓
延
ら
せ
た
。

　

こ
の
年
の
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
一
三
日
火
曜
日
の
夜
（
一
六
二
八
年
四
月
八
日
）、
ジ
ェ
ン
ネ
に
お
い
て
ハ
ー
キ
ム
＝
サ
イ
イ
ド
・
マ
ン
ス
ー

ル
・
ブ
ン
・
マ
フ
ム
ー
ド
が
没
し
た
。【
二
二
八
】
同
月
末
、
パ
シ
ャ
＝
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ア
ル
ジ
ャ
ラ
ー
リ
ー
が
解
任
さ
れ
た
。
彼
は
、

一
年
間
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
彼
（
マ
ン
ス
ー
ル
）
が
ハ
ー
キ
ム
職
に
あ
っ
た
一
年
﹇
と
同
じ
期
間
﹈
で
あ
る
。

　

彼
を
解
任
さ
せ
る
た
め
の
企
み
は
、
ガ
オ
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
副
官
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
カ
ー
デ
ィ
ル
が
、
彼

ら
（
ガ
オ
の
人
び
と
）
と
（
パ
シ
ャ
＝
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
）
ア
ル
ジ
ャ
ラ
ー
リ
ー
の
間
の
和
解
を
締
結
す
る
た
め
に
、
同
地
に
滞
在
し
て
い

た
時
の
こ
と
だ
っ
た
。﹇
不
和
の
理
由
に
つ
い
て
は
、﹈
パ
シ
ャ
＝
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
、
彼
が
ジ
ェ
ン
ネ
で
得
た
財
産
を
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
い

た
軍
に
与
え
た
一
方
、
ガ
オ
の
人
び
と
に
は
何
も
与
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ガ
オ
の
人
び
と
は
こ
れ
に
怒
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ア
リ
ー
・

ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
カ
ー
デ
ィ
ル
が
彼
ら
の
調
停
を
す
る
た
め
、
ガ
オ
の
人
び
と
の
も
と
へ
行
く
と
、
彼
ら
は
副
官
ア
リ
ー
と
パ
シ
ャ
位

﹇
へ
の
就
任
﹈
に
つ
い
て
盟
約
を
交
わ
し
た
。

　

そ
の
後
、
副
官
ア
リ
ー
は
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
へ
戻
り
、
同
地
の
人
び
と
を
﹇
自
身
の
パ
シ
ャ
位
就
任
の
た
め
﹈
唆
し
た
。
す
る
と
、
彼
ら
は
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こ
れ
を
受
け
入
れ
、
こ
の
年
の
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
四
日
（
一
六
二
八
年
四
月
二
八
日
）、
彼
を
パ
シ
ャ
に
任
じ
た
。
彼
は
、
前
パ
シ
ャ
＝
イ
ブ

ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ア
ル
ジ
ャ
ラ
ー
リ
ー
の
在
任
中
、
強
奪
者
や
横
暴
な
者
に
対
し
て
抜
か
れ
た
神
の
剣
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
彼
ら
を
弱
体
化
さ

せ
、
服
従
さ
せ
、
彼
ら
を
殺
し
た
。
彼
ら
は
恐
れ
、
モ
ス
ク
や
聖
者
の
館）

38
（

へ
逃
げ
込
ん
だ
。
彼
ら
は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
四
年
五
ヶ
月
の
間
、
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
彼
の
在
任
中
、
前
の
パ
シ
ャ
＝
ア
ン
マ
ー
ル
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル

マ
ー
リ
ク ‘A

m
m

ār b. ‘A
bd al-M

ālik

が
、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
没
し
た
。
神
が
そ
の
恩
恵
を
も
っ
て
、
彼
に
恵
み
を
垂
れ
ま
す
よ
う
に
。
彼
が
没

し
た
時
、
前
述
の
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ウ
バ
イ
ド
も
、
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
（
一
六
二
八
年
四
月
二
五
日
―
五
月
二
四
日
）
に
、
ジ
ェ
ン
ネ
の
ハ
ー
キ

ム
に
就
い
た
。
彼
は
、
七
ヶ
月
間
し
か
そ
の
地
位
に
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
一
〇
三
八
年
預
言
者
の
ラ
ビ
ー
ウ
（
第
一
）
月
（
一
六
二

八
年
一
〇
月
一
九
日
―
一
一
月
一
七
日
）、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
が
、
彼
ら
に
生
じ
た
反
目
の
た
め
に
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ウ
バ
イ
ド
を
解
任
し
た

た
め
で
あ
る
。
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、
す
で
に
解
任
さ
れ
た
カ
ー
イ
ド
＝
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
ウ
マ
ル
に
、
ジ
ェ
ン
ネ
の
ハ
ー
キ
ム
に
就
く
よ

う
命
じ
た
。
し
か
し
、
彼
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
ず
、
マ
ッ
ル
ー
ク
・
ブ
ン
・
ザ
ル
ク
ー
ン
を
指
名
し
た
。
こ
の
た
め
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、

ジ
ェ
ン
ネ
の
カ
ー
イ
ド
に
マ
ッ
ル
ー
ク
を
任
命
し
た
。

　

そ
の
後
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、
前
の
パ
シ
ャ
＝
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ア
ル
ジ
ャ
ラ
ー
リ
ー
を
、
サ
ン
コ
ー
レ
の
部
族
に
対
す
る
役
人
と
し

て
指
名
し
た
。
こ
の
た
め
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ア
ル
ジ
ャ
ラ
ー
リ
ー
は
、
彼
ら
の
元
へ
向
か
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
生
産
物
（
商
品
）
の

ザ
ン
カ
ル）

39
（

を
徴
収
し
た
。
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
彼）

40
（

を
弱
体
化
さ
せ
、
軽
ん
じ
る
事
を
意
図
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
イ
ブ

ラ
ー
ヒ
ー
ム
が
戻
る
と
、
マ
ッ
ル
ー
ク
・
ブ
ン
・
ザ
ル
ク
ー
ン
は
カ
ー
イ
ド
職
か
ら
解
任
さ
れ
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
そ
こ
に
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー

ム
を
就
け
た
。
ま
も
な
く
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
怒
り
の
た
め
に
死
ん
だ
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
、
自
分
が
、
聖
者
、
法
学
者
で
あ
る
マ
フ
ム
ー
ド
・
フ
ー

デ
ィ
ー
・
サ
ー
ヌ
ー M

aḥm
ūd Fūdī Sānū

の
墓
で
死
ぬ
こ
と
を
願
っ
た
、
そ
の
願
い
が
そ
こ
で
聞
き
届
け
ら
れ
た
の
だ
と
。
神
が
彼
（
マ
フ

ム
ー
ド
）
に
恵
み
を
垂
れ
、
神
が
彼
に
よ
っ
て
私
た
ち
を
お
助
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
こ
の
﹇
彼
の
死
の
﹈
理
由
は
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
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が
金
で
飾
ら
れ
た
剣
を
、
前
パ
シ
ャ
＝
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
に
送
り
つ
け
て
言
っ
た
。「
現
世
を
愛
す
る
お
前
以
外
、
こ
の
剣
﹇
の
所
有
者
﹈
に

値
す
る
者
は
い
な
い
」
と
。
こ
の
た
め
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
涙
を
流
し
、
自
ら
の
死
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
れ
は
パ
シ
ャ
＝
ア

リ
ー
の
嗤
笑
と
愚
弄
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
と
言
っ
た
。

　

そ
の
後
、
前
述
の
マ
ッ
ル
ー
ク
・
ブ
ン
・
ザ
ル
ク
ー
ン
が
カ
ー
イ
ド
に
復
帰
し
、
そ
の
後
、
解
任
さ
れ
て
殺
さ
れ
た
。

　
【
二
二
九
】
一
〇
三
八
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
第
一
月
七
日
土
曜
日
（
一
六
二
八
年
一
二
月
二
三
日
）、
財
務
官
で
カ
ー
イ
ド
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ

ン
・
ア
ビ
ー
・
バ
ク
ル
が
、
市
場
で
囚
わ
れ
の
身
に
な
っ
て
殺
さ
れ
た
。
彼
は
二
日
間
幽
閉
さ
れ
た
後
、
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ム
ー
レ
イ
・
ア
ブ

ド
・
ア
ル
マ
ー
リ
ク
の
命
に
よ
っ
て
、
三
日
目
に
殺
さ
れ
、
市
場
に
吊
さ
れ
た
。
彼
の
位
に
は
、
財
務
官
で
カ
ー
イ
ド
の
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・

ウ
マ
ル
・
ア
ル
カ
ス
リ
ー
が
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
命
に
よ
り
就
任
し
た
。

　

と
い
う
の
も
、
ス
ル
タ
ー
ン
に
対
す
る
カ
ー
イ
ド
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
の
詐
欺
と
裏
切
り
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
彼
は
冷
酷
な
方
法
で
殺
さ

れ
る
べ
し
と
ス
ル
タ
ー
ン
が
書
き
送
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
カ
ー
イ
ド
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
在
任
中
に
任
さ
れ
た
財
産
を
カ
ー
イ
ド
＝
ユ
ー
ス
フ

と
互
い
に
精
算
を
お
こ
な
っ
た
時
、﹇
お
そ
ら
く
、
自
身
の
不
正
が
ば
れ
て
﹈
彼
の
殺
害
を
決
意
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
の
殺
害
を
望
ん

で
、
幽
閉
中
に
ひ
ど
い
拷
問
を
行
っ
た
。
カ
ー
イ
ド
＝
ユ
ー
ス
フ
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
人
部
隊
が
こ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
、
両
者
の
間
に
入
り
、
ス

ル
タ
ー
ン
に
報
告
し
た
。

　

す
る
と
彼
ら
に
ス
ル
タ
ー
ン
の
返
書
が
届
き
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
、
冷
酷
な
方
法
に
よ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
の
殺
害
と
、
カ
ー
イ
ド
＝
ユ
ー
ス
フ
が

ム
ハ
ン
マ
ド
の
地
位
に
就
く
よ
う
命
じ
た
の
で
あ
る
。
カ
ー
イ
ド
＝
ユ
ー
ス
フ
は
、
そ
の
時
市
場
で
枷
を
さ
れ
た
ム
ハ
ン
マ
ド
の
殺
害
に
立
ち

会
っ
た
。
ユ
ー
ス
フ
は
、
自
ら
の
馬
に
乗
っ
て
い
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド
が
恐
れ
戦
い
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
カ
ー
イ
ド
で
あ

る
ユ
ー
ス
フ
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
に
言
っ
た
。「
お
お
、
ム
ハ
ン
マ
ド
殿
よ
。
神
の
こ
と
を
思
い
な
さ
い
。
今
や
お
ま
え
の
精
神
は
神
と
と
も
に

あ
る
。
お
前
は
耐
え
る
し
か
な
い
。」
首
を
は
ね
ら
れ
る
時
、
ム
ハ
ン
マ
ド
は
「
母
よ
！
」
と
叫
び
、
没
し
た
。
そ
の
後
、
吊
さ
れ
、
し
ば
ら

く
し
て
降
ろ
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
整
え
ら
れ
、
葬
儀
の
祈
り
が
行
わ
れ
、
大
モ
ス
ク
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。
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前
述
の
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
末
（
一
六
二
九
年
四
月
四
日
―
一
三
日
）、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
マ
ー
ス
ィ
ナ）

41
（

へ
侵
攻
し
た
。
こ
の
経
緯
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
彼
が
パ
シ
ャ
に
就
任
し
た
と
き
、
そ
の
直
後
に
フ
ン
ド
ゥ
ク
（
長
）
＝
ス
ラ
ー
ム
ウ
（
ま
た
は
ス
ラ
ー
ム
ク
） Sulām

‘

／ 
Sulām

k
が
没
し
た
。
そ
し
て
、
彼
の
甥
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ー
ミ
ナ Ḥ

am
m

ad Ā
m

ina

が
、
こ
の
年
の
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
に
就
任
し
た
。
パ
シ
ャ
＝

ア
リ
ー
は
、
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ー
ミ
ナ
を
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
で
指
名
す
る
た
め
に
同
地
に
来
る
よ
う
に
言
い
送
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
拒
否
し
、
行

か
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、
彼
を
襲
撃
し
、
突
然
、
彼
ら
の
所
へ
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　

フ
ン
ド
ゥ
ク
＝
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ー
ミ
ナ
は
、
彼
の
仲
間
達
の
全
て
と
共
に
逃
げ
た
。
し
か
し
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、
彼
ら
を
追
う
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
は
夏
で
あ
り
、
彼
は
強
力
で
堅
固
な
軍
を
率
い
て
来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
彼
は
ジ
ェ
ン

ネ
の
町
へ
向
か
い
、
前
述
の
月
の
二
五
日
土
曜
日
の
朝
（
一
六
二
九
年
四
月
九
日
）
に
到
着
し
た
。【
二
三
〇
】
こ
う
し
て
、
ラ
マ
ダ
ー
ン
月

水
曜
日
の
新
月
の
夜
と
な
っ
た
。
翌
二
日
木
曜
日
午
前
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
再
び
マ
ー
ス
ィ
ナ
の
彼
ら
の
も
と
へ
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼

は
、
彼
ら
に
勝
利
せ
ず
、
同
月
、
攻
撃
す
る
こ
と
も
な
く
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
へ
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
二
人
は
和
平
を
結
ん
だ
。

　

一
〇
三
九
年
初
の
聖
な
る
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
末
の
月
曜
日
（
一
六
二
九
年
九
月
九
日
）、
ウ
マ
ル
・
ブ
ン
・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ア
ル
ア
ル
ー

ス
ィ
ー ‘U

m
ar b. Ibrāhīm

 al-‘A
rūsī

が
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
へ
進
軍
し
て
来
た
。
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
カ
ー
デ
ィ
ル
も

出
陣
し
、
両
軍
は
、
ア
ル
フ
ァ
ン
ダ
リ
ヤ
の
少
し
後
方
の
ア
ル
ア
フ
ラ
ー
ス
で
相
見
え
、
会
戦
し
た
。
前
述
の
ウ
マ
ル
は
、
彼
の
奴
隷
ビ
ラ
ー

ル B
ilāl

と
共
に
殺
さ
れ
、
彼
の
部
下
達
は
敗
れ
、
背
を
向
け
て
逃
げ
た
。
ウ
マ
ル
は
ラ
ク
ダ
に
載
せ
ら
れ
て
運
ば
れ
、
そ
の
日
に
市
場
に
吊

さ
れ
た
。
彼
の
手
は
ガ
オ
に
送
ら
れ
、
奴
隷
の
頭
部
は
ジ
ェ
ン
ネ
へ
送
ら
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
ウ
マ
ル
の
父
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ア
ル
ア
ル
ー
ス
ィ
ー Ibrāhīm

 al-‘A
rūsī

は
、
残
り
の
子
と
軍
と
共
に
、
町
の
背
後
の
西

方
に
あ
る
丘
へ
戻
り
、
そ
こ
へ
宿
営
し
た
。
彼
は
、
そ
こ
で
黒
い
テ
ン
ト
を
張
り）

42
（

、
何
日
間
も
そ
こ
で
略
奪
し
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
発
ち
、

失
望
し
、
不
満
を
持
っ
て
ワ
ラ
ー
タ
へ
戻
っ
た
。

　

そ
の
後
、
彼
（
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
）
は
、
ジ
ェ
ン
ネ
の
カ
ー
イ
ド
で
あ
る
マ
ッ
ル
ー
ク
に
、
こ
の
和
約
に
基
づ
き
、
マ
ー
ス
ィ
ナ
の
長 
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ṣāḥib

ハ
ン
マ
ー
デ
ィ
・
ア
ー
ミ
ナ
の
ザ
ン
カ
ル
﹇
徴
収
の
﹈
要
求
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
言
い
送
っ
た
。

第
三
二
章

　

同
年
の
聖
な
る
ズ
ー
・
ア
ル
カ
ア
ダ
月
半
ば
（
一
六
二
九
年
六
月
一
六
日
頃
）、
私
（
著
者
サ
ア
デ
ィ
ー
）
は
、
サ
イ
イ
ド
に
し
て
兄
、﹇
神

を
﹈
愛
す
る
者
、
公
正
な
者
、
法
学
者
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
サ
ン
バ M
uḥam

m
ad Sanba

、
マ
ー
ス
ィ
ナ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
を
訪
問
す
る
た
め

に
、
旅
に
出
た
。
彼
は
何
年
も
前
か
ら
、
私
の
訪
問
を
求
め
て
い
た
が
、
栄
光
な
る
神
は
、
こ
の
時
ま
で
、
そ
れ
を
運
命
づ
け
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
そ
の
地
域
へ
の
私
の
初
め
て
の
訪
問
で
あ
っ
た
。

　
【
二
三
一
】
私
は
、
前
述
の
サ
イ
イ
ド
の
宿
営
地
に
着
く
と
、
彼
が
ス
ル
タ
ー
ン）

43
（

＝
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ー
ミ
ナ
の
野
営
に
行
っ
て
お
り
、
留
守

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
の
到
着
の
知
ら
せ
が
、
彼
の
所
へ
送
ら
れ
た
。
す
る
と
彼
は
、
私
に
使
者
を
寄
越
し
、
以
下
の
こ
と
を

私
に
選
ば
せ
た
。
私
が
ス
ル
タ
ー
ン
に
面
会
と
挨
拶
を
す
る
た
め
に
、
サ
イ
イ
ド
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
元
へ
向
か
う
か
、
彼
が
私
の
所
へ
着
く
ま

で
私
は
彼
の
陣
営
に
留
ま
り
、
そ
の
後
、
挨
拶
と
訪
問
の
た
め
に
共
に
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ハ
ン
マ
ド
の
と
こ
ろ
へ
戻
る
か
と
。

　

私
は
前
者
を
選
ん
だ
。
と
い
う
の
も
、
二
回
戻
る
と
い
う
労
苦
を
、
彼
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
私
は
、
丁
重
で
名
誉
あ
る

待
遇
を
受
け
て
彼
ら
の
所
へ
行
っ
た
。
私
た
ち
は
、
次
の
日
に
は
到
着
し
た
。
私
た
ち
が
、
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ハ
ン
マ
ド
の
野
営
の
近
く
ま
で
行

く
と
、
サ
イ
イ
ド
で
カ
ー
デ
ィ
ー
の
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
そ
の
こ
と
を
ス
ル
タ
ー
ン
に
知
ら
せ
た
。
す
る
と
ス
ル
タ
ー
ン
は
、
私
の
元
に
、
会
見

の
た
め
に
使
者
を
遣
わ
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
彼
の
宿
営
地
に
着
き
、
午
前
中
に
、
私
た
ち
の
宿
泊
所
に
入
っ
た
。
そ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
雨
が
降
っ
た）

44
（

。
私
た
ち
の
う

ち
誰
一
人
と
し
て
、
正
午
の
礼
拝
の
後
ま
で
﹇
他
の
﹈
誰
か
を
見
た
者
は
な
か
っ
た
。
私
は
、
そ
の
時
、
サ
イ
イ
ド
で
カ
ー
デ
ィ
ー
の
ム
ハ
ン

マ
ド
を
訪
ね
て
宿
泊
所
に
行
っ
た
。
彼
は
私
を
歓
待
し
、
私
の
こ
と
を
こ
の
上
な
く
喜
び
歓
喜
し
た
。
彼
は
私
の
健
康
を
祈
願
し
た
。

　

そ
の
後
、
彼
は
私
を
連
れ
て
、
ス
ル
タ
ー
ン
を
訪
ね
て
館
へ
行
っ
た
。
そ
し
て
、
ス
ル
タ
ー
ン
も
同
様
に
私
を
歓
待
し
て
く
れ
た
。
私
﹇
の

到
着
﹈
は
、
ザ
ン
カ
ル
の
役
人
が
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ハ
ン
マ
ド
の
も
と
に
到
着
し
た
の
と
同
時
だ
っ
た
。
彼
の
高
官
達
の
全
て
が
臨
席
し
、﹇
ジ
ェ
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ン
ネ
の
﹈
カ
ー
イ
ド
＝
マ
ッ
ル
ー
ク
の
書
簡
が
そ
こ
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
。﹇
そ
の
内
容
は
、﹈
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
が
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ハ
ン
マ
ド

に
許
し
を
与
え
た
こ
と
、
そ
し
て
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ハ
ン
マ
ド
が
ザ
ン
カ
ル
の
役
人
か
ら
ザ
ン
カ
ル
を
受
け
取
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

だ
っ
た
。

　

彼
ら
は
こ
れ
を
た
い
そ
う
喜
ん
だ
。
そ
し
て
、
最
初
に
話
し
始
め
る
役
職
で
あ
る）

45
（

コ
ン
ボ
マ
ウ
＝
ダ
ー
ウ
ー
ド K

onbom
a‘ D

āw
ūd

が
語
っ

た
後
、
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ハ
ン
マ
ド
が
会
見
の
場
に
お
い
て
話
し
た
。
曰
く
、「
今
や
、
余
に
王
位 al-salṭana

が
確
立
し
た
。
と
い
う
の
も
、
パ

シ
ャ
は
、
ザ
ン
カ
ル
の
要
求
（
徴
税
権
）
を
我
々
に
認
め
た
か
ら
で
あ
る
」。
そ
れ
か
ら
、
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ハ
ン
マ
ド
は
、
ザ
ン
カ
ル
が
分
配

さ
れ
た
高
官
達
に
言
っ
た
。「
神
よ
、
神
よ
。
ザ
ン
カ
ル
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
遅
滞
な
く
努
め
る
よ
う
に
。
ま
た
そ
の
徴
収
は
素
晴
ら
し

く
、
よ
く
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
。
私
は
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
を
恐
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」。
彼
は
、
そ
れ
を
三
回
言
っ
た
。
す
る
と
コ

ン
ボ
マ
ウ
は
言
っ
た
。
曰
く
、「
今
や
、
我
ら
は
貴
方
様
を
恐
れ
て
お
り
ま
す
。
貴
方
様
は
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
を
恐
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
が
」
と
。
そ
れ
か
ら
、
彼
ら
は
、﹇
ク
ル
ア
ー
ン
の
﹈
開
扉
章
を
朗
読
し
、
散
会
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
そ
の
夜
は
そ
こ
で
過
ご
し
た
。
翌
日
、
彼
ら
は
職
務
を
終
え
た
。
こ
の
職
務
こ
そ
、
サ
イ
イ
ド
に
し
て
カ
ー
デ
ィ
ー
の
ム
ハ
ン

マ
ド
が
彼
ら
の
も
と
に
や
っ
て
来
た
理
由
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
カ
ー
デ
ィ
ー
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
自
ら
の
宿
営
地
へ
の
帰
郷
を
決
め
た
。
そ

し
て
、
彼
は
、
私
が
彼
と
共
に
戻
る
こ
と
を
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ハ
ン
マ
ド
に
言
い
送
っ
た
。
す
る
と
ス
ル
タ
ー
ン
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。
彼
は

ま
だ
私
（
著
者
サ
ア
デ
ィ
ー
）
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
カ
ー
デ
ィ
ー
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
に
つ
い
て
は
、
至
高
な
る
神
の
祝
福
に

お
い
て
、
立
ち
去
ら
せ
よ
。
私
（
サ
ア
デ
ィ
ー
）
は
、
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ハ
ン
マ
ド
が
望
め
ば
そ
れ
に
従
う
の
で
あ
る
と
。
し
か
し
、
カ
ー

デ
ィ
ー
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
は
こ
れ
を
承
諾
せ
ず
、
彼
は
、
私
と
共
に
立
ち
去
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
【
二
三
二
】
そ
の
日
の
夜
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
、
カ
ー
デ
ィ
ー
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
の
宿
泊
所
に
彼
を
訪
ね
て
来
た
。
私
も
、
彼
と
共
に
臨
席
し

た
。
サ
イ
イ
ド
に
し
て
カ
ー
デ
ィ
ー
の
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ハ
ン
マ
ド
に
言
っ
た
。「
こ
の
彼
（
す
な
わ
ち
著
者
）
の
訪
問
は
、

完
全
な
る
神
が
、
あ
な
た
様
の
治
世
に
な
っ
て
初
め
て
、
割
り
当
て
給
う
た
の
で
す
。
神
は
そ
れ
を
貴
方
へ
の
恩
賞
と
し
て
実
現
さ
せ
た
の
で
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す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
、
あ
な
た
様
の
叔
父
の
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
様
の
即
位
以
来
、
神
に
何
度
も
そ
れ
を
求
め
て
き
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

至
高
な
る
神
は
、
こ
の
時
に
な
る
ま
で
、
そ
れ
を
お
定
め
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
至
高
な
る
神
が
お
望
み
に
な
れ
ば
、
必
ず
や
明

日
、
彼
と
一
緒
に
私
の
館
へ
帰
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
あ
な
た
様
が
彼
と
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
私
は
、
今

夜
、
一
人
で
お
り
ま
し
ょ
う
」
と
。

　

ス
ル
タ
ー
ン
は
、
そ
の
通
り
に
し
た
。
そ
し
て
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
、
一
〇
頭
の
牛
と
、
贈
り
物
を
私
に
与
え
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
贈
答
は
一

般
的
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
の
考
え
で
は
、
こ
の
世
の
財
産
は
、
大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
私
た
ち
は
、
サ
イ

イ
ド
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
館
へ
戻
っ
た
。
彼
は
、
我
々
の
歓
待
や
そ
の
他
全
て
の
こ
と
を
何
日
も
よ
く
し
て
く
れ
た
。

　

そ
の
後
、
私
は
、
ジ
ェ
ン
ネ
の
館
へ
帰
る
決
心
を
し
た
。
す
る
と
、
彼
は
私
に
二
〇
頭
の
牛
と
、
犠
牲
の
獣
と
し
て
一
〇
頭
の
羊
を
与
え
て

く
れ
た
。
私
が
彼
の
宿
営
地
か
ら
発
つ
日
、
彼
は
、
馬
に
乗
っ
て
同
行
し
て
く
れ
た
。
大
分
来
て
、
私
た
ち
が
互
い
に
別
れ
の
挨
拶
を
し
て
い

た
時
に
彼
は
言
っ
た
。「
あ
な
た
の
訪
問
は
、
私
に
と
っ
て
、
何
も
の
よ
り
も
大
切
な
も
の
で
す
。
も
し
至
高
な
る
神
が
次
の
時
ま
で
我
々
を

生
き
長
ら
え
さ
せ
て
下
さ
っ
た
な
ら
ば
、
我
々
を
再
会
さ
せ
て
下
さ
る
で
し
ょ
う
」
と
。
私
も
同
様
に
、
彼
に
そ
の
言
葉
を
繰
り
返
し
た
。

﹇
そ
の
後
も
﹈
彼
と
の
私
の
関
係
は
、
男
ら
し
さ
と
親
交
と
と
も
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
が
息
を
引
き
取
り
、
彼
が
楽
園
に
至
る
と
き
ま
で

続
い
た
。
至
高
な
る
神
が
彼
に
恵
み
を
垂
れ
、
彼
を
赦
し
、
寛
恕
し
給
い
ま
す
よ
う
に
。
神
が
、
そ
の
恩
恵
と
高
貴
さ
を
以
て
、
そ
の
高
御
座

の
陰
で
、
ま
た
至
高
の
極
楽
に
お
い
て
、
彼
と
私
達
を
再
会
さ
せ
ま
す
よ
う
に
。

第
三
三
章

　

こ
の
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
、
す
な
わ
ち
一
〇
三
九
年
初
頭
（
一
六
二
九
年
八
月
一
一
日
―
）、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、﹇
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
﹈
ア
ル

フ
ナ
ー
・
モ
ス
ク
の
建
設
を
始
め
、
サ
フ
ァ
ル
月
に
終
え
た
。
そ
の
後
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
ダ
ン
デ
ィ
へ
向
か
う
遠
征
軍
を
用
意
し
、
自
ら

そ
れ
を
率
い
て
、
同
地
へ
進
軍
し
た
。

　
【
二
三
三
】
彼
は
、
ク
ー
キ
ヤ
ー
の
町
へ
着
く
と
、
そ
こ
に
遠
征
軍
を
野
営
し
た
。
そ
し
て
、
ア
ス
キ
ヤ
＝
ダ
ー
ウ
ー
ド
・
ブ
ン
・
ア
ス
キ
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ヤ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
バ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ア
ル
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ス
キ
ヤ
・
ダ
ー
ウ
ー
ド
へ
、
和
平
に
つ
い
て
使
者
を
送
る
と
と
も
に
、
ア
ス
キ
ヤ

＝
ダ
ー
ウ
ー
ド
の
娘
と
の
結
婚
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
使
者
と
共
に
、
多
く
の
贈
り
物
を
送
っ
た
。
す
る
と
ア
ス
キ
ヤ
＝
ダ
ー
ウ
ー
ド
は
こ
の

和
平
を
受
け
入
れ
、
彼
の
親
族
の
娘
の
一
人
を
妻
合
わ
せ
た
。
そ
し
て
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
の
使
者
が
帰
還
す
る
時
、
自
身
の
使
者
を
寄
越
し

た
。
使
者
は
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
へ
、
そ
の
和
平
と
結
婚
の
承
諾
に
関
す
る
書
簡
を
届
け
た
。
こ
う
し
て
、
彼
が
パ
シ
ャ
位
に
あ
る
間
、
両
者

の
間
に
は
善
行
と
愛
情
、
安
全
の
道
が
開
け
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
へ
戻
り
、
彼
の
妻
に
会
う
た
め
、
舟
を
遣
わ
し
た
。
す
る
と
、
彼
が
望
ん
だ
よ
う
に
、

妻
と
な
る
女
性
が
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
へ
や
っ
て
来
た
。
そ
の
後
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、
宣
言
し
た
よ
う
に
、﹇
メ
ッ
カ
﹈
巡
礼
の
旅
を
決
意
し

た
。
彼
は
、
望
む
者
と
和
平
を
結
び
は
じ
め
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
軍
か
ら
彼
と
共
に
行
く
銃
兵
を
指
定
し
た
。
そ
し
て
、
ガ
オ
の
人
び
と
へ
、
定

め
ら
れ
た
数
﹇
の
兵
﹈
を
供
出
す
る
よ
う
言
い
送
っ
た
。
そ
の
人
数
は
、
彼
が
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
人
び
と
に
指
定
し
た
者
に
加
え
て
、
五
〇
名

の
銃
兵
で
、
彼
と
共
に
行
く
者
で
あ
っ
た
。
す
る
と
ガ
オ
の
人
び
と
は
拒
否
し
、﹇
供
出
を
﹈
差
し
控
え
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
パ

シ
ャ
＝
ア
リ
ー
の
中
に
彼
ら
に
対
す
る
怒
り
と
し
て
蓄
積
さ
れ
た
。

　

他
方
で
、
カ
ー
デ
ィ
ー
の
サ
イ
イ
ド
・
ア
フ
マ
ド Sayyid A

ḥm
ad

と
、
同
地
の
法
学
者
は
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
に
﹇
町
を
﹈
不
在
に
す
る

こ
と
を
禁
じ
、
忠
告
し
た
。
そ
し
て
、
サ
ン
コ
ー
レ
の
モ
ス
ク
に
お
い
て
、
彼
を
と
も
な
っ
た
集
会
で
、
彼
に
そ
の
旅
に
対
す
る
彼
の
決
意
を

翻
意
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
こ
と
を
話
し
た
。
彼
は
黙
り
こ
く
り
、﹇
彼
ら
の
見
解
を
﹈
拒
絶
し
た
。

　

一
〇
四
一
年
サ
フ
ァ
ル
月
一
四
日
（
一
六
三
一
年
九
月
一
日
）、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
﹇
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
﹈
人
び
と
や
軍
に
別
れ
を
告

げ
、
彼
ら
に
対
し
、
兄
弟
で
カ
ー
イ
ド
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
ア
ラ
ブ
を
代
理
人
と
し
て
任
命
し
た
。
そ
し
て
、
ト
ゥ
ワ
ー
ト）

46
（

へ
の
道
を
辿
っ

た
。
そ
し
て
、
サ
イ
イ
ド
で
祝
福
さ
れ
た
者
、
敬
虔
な
者
、
禁
欲
者
、
サ
イ
イ
ド
・
ア
フ
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
・
ア
ル

ジ
ャ
ラ
ー
リ
ー Sayyid A

ḥm
ad b. ‘A

bd al-‘A
zīz al-Jarārī

と
、
法
学
者
、
サ
イ
イ
ド
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ル
ア
ッ
ラ
ー
マ
・
ア
ル

フ
ァ
キ
ー
フ
・
ア
フ
マ
ド
・
バ
ー
バ
ー Sayyid M

uḥam
m

ad b. al-‘A
llām

a al-Faqīh A
ḥm

ad B
ā

）
47
（bā

に
同
行
し
た
。
こ
う
し
て
、
ア
ラ
ー
ワ
ン
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の
町
で
、
預
言
者
の
ラ
ビ
ー
ウ
（
第
一
）
月
の
新
月
の
夜
と
な
っ
た
。

　

パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
の
一
行
が
ト
ゥ
ワ
ー
ト
に
着
く
と
、
ア
ル
フ
ィ
ラ
ー
リ
ー
・
ブ
ン
・
イ
ー
サ
ー
・
ア
ッ
ラ
フ
マ
ー
ニ
ー
・
ア
ル
バ
ル
ブ
ー

シ
ー al-Filālī b. ‘Īsā al-R

aḥm
ānī al-B

arbūshī

と
彼
の
部
下
の
者
た
ち
が
、
彼
ら
を
追
っ
た
。
ア
ル
フ
ィ
ラ
ー
リ
ー
ら
は
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー

を
殺
す
つ
も
り
で
、
夜
に
彼
ら
に
向
か
っ
て
出
た
。
す
る
と
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、
二
人
の
サ
イ
イ
ド
の
も
と
へ
逃
げ
、
彼
ら
の
テ
ン
ト
へ
入

り
、
保
護
を
求
め
た
。
こ
の
た
め
、
ア
ル
フ
ィ
ラ
ー
リ
ー
は
、
彼
を
二
人
の
保
護
下
に
と
ど
め
た
。
し
か
し
、
ア
ル
フ
ィ
ラ
ー
リ
ー
ら
は
、
パ

シ
ャ
＝
ア
リ
ー
の
部
下
達
の
一
部
を
殺
し
、
彼
に
巡
礼
を
断
念
さ
せ
、【
二
三
四
】
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
ら
を
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
へ
追
い
返
し
た
。

そ
し
て
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
彼
の
命
を
救
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
、
多
く
の
財
産
を
彼
ら
巡
礼
者
に
与
え
た
。
そ
し
て
、
こ
の
集
団
は
、

二
人
の
サ
イ
イ
ド
と
共
に
巡
礼
﹇
の
旅
﹈
を
続
け
た
。

　

パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、
こ
の
年
の
ラ
ジ
ャ
ブ
月
（
一
六
三
二
年
一
月
一
三
日
―
二
月
一
一
日
）
に
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
着
く
と
、
侍
従
ム
ハ
ン

マ
ド
・
ブ
ン
・
ム
ウ
ミ
ン
・
ア
ッ
サ
ー
ビ
イ
ー M

uḥam
m

ad b. M
u’m

in al-Sābi‘ī

を
、
彼
の
書
簡
と
共
に
ジ
ェ
ン
ネ
へ
向
か
わ
せ
た
。
ま

た
、
弟
の
カ
ー
イ
ド
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
ア
ラ
ブ
を
、
カ
ー
イ
ド
と
な
る
よ
う
ガ
オ
の
人
び
と
の
も
と
へ
と
向
か
わ
せ
た
。
そ
し
て
、
パ

シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、﹇
先
に
巡
礼
を
決
意
し
た
時
、﹈
ガ
オ
の
人
び
と
が
五
〇
人
の
銃
兵
﹇
の
供
出
﹈
を
拒
否
し
た
時
か
ら
溜
め
込
ん
で
い
た
怒

り
の
た
め
に
、
彼
ら
に
報
復
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
。

　

弟
の
カ
ー
イ
ド
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
が
彼
ら
ガ
オ
の
人
び
と
の
も
と
へ
到
着
し
、
報
復
を
開
始
す
る
と
、
彼
ら
は
蜂
起
し
、
カ
ー
イ
ド
＝
ム
ハ
ン

マ
ド
を
捕
ら
え
、
枷
を
か
け
た
。
そ
し
て
、
彼
の
財
産
を
奪
い
、
彼
の
殺
害
を
決
意
し
た
。
し
か
し
、
カ
ー
イ
ド
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
大
シ
ャ

イ
フ
た
ち
の
も
と
へ
保
護
を
求
め
た
の
で
、
彼
ら
は
、
殺
害
を
思
い
と
ど
ま
っ
た
。﹇
カ
ー
イ
ド
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
に
関
し
て
﹈
嗤
笑
す
る
知
ら

せ
が
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
に
届
く
と
、
彼
ら
は
、
彼
の
弟
の
こ
と
に
つ
い
て
取
引
を
し
た
。
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、
彼
ら
と
の
戦
い
を
望
ん
で
、

自
ら
彼
ら
の
も
と
へ
向
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
彼
は
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
人
び
と
に
、
そ
れ
（
戦
い
を
意
図
し
て
い
る
こ
と
）
を
示
さ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
年
の
聖
な
る
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ズ
ー
・
ア
ル
カ
ア
ダ
月
（
一
六
三
二
年
五
月
一
〇
日
―
六
月
八
日
）
に
、
道
中
で
耕
作
す
る
か
の
よ
う
に
出
か
け
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に

進
軍
し
、
そ
れ
を
一
部
の
軍
が
追
っ
た
。
そ
し
て
、
ジ
ェ
ン
ネ
の
町
に
い
た
軍
は
、
こ
の
こ
と
を
聞
く
と
、
陸
路
で
ガ
オ
へ
二
人
の
使
者
を
一

人
ず
つ
送
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
彼
ら
（
軍
）
は
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
に
対
す
る
反
乱
に
つ
い
て
、
ガ
オ
の
人
び
と
と
統
一
さ
れ
た
意
志
と
見

解
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ガ
オ
の
人
び
と
は
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
合
意
し
た
。

　

パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
が
ガ
オ
に
到
着
す
る
と
、
人
び
と
は
急
い
で
出
陣
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
彼
を
破
っ
た
。
彼
と
そ
の
部
下
の
者
は
逃
げ

た
。
人
び
と
は
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
の
財
産
を
運
ん
で
い
る
舟
を
奪
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
彼
の
女
奴
隷
が
お
り
、
彼
は
、
彼
女
﹇
が
捕
ら
え

ら
れ
た
こ
と
﹈
を
ひ
ど
く
悲
し
ん
だ
。
彼
ら
は
ま
た
、
ア
ス
キ
ヤ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
・
バ
ン
カ
ン
も
捕
ら
え
た
が
、
彼
の
こ
と
は
讃
え
、
称
讃
し

た
。
そ
し
て
、
ア
ス
キ
ヤ
の
恩
恵
を
求
め
て
、
彼
に
そ
こ
に
住
む
こ
と
を
求
め
た
。

　

ア
ス
キ
ヤ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
パ
シ
ャ
の
弟
、
前
述
の
カ
ー
イ
ド
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
ア
ラ
ブ
の
た
め
に
執
り
成
し
を
し
た
。
彼
ら
は
、

執
り
成
し
に
同
意
し
て
、
カ
ー
イ
ド
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
を
ア
ス
キ
ヤ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
の
保
護
下
に
置
い
た
。
ア
ス
キ
ヤ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
は
パ
シ
ャ

＝
ア
リ
ー
と
ガ
オ
の
人
び
と
の
和
平
を
結
ん
だ
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
、
前
述
の
パ
シ
ャ
の
女
奴
隷
を
返
還
し
た
。
し
か
し
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー

は
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
へ
到
着
す
る
と
、
ガ
オ
の
人
び
と
を
全
滅
さ
せ
る
た
め
、
遠
征
軍
を
整
え
た
。
彼
は
、
ジ
ェ
ン
ネ
の
カ
ー
イ
ド
＝
マ
ッ
ル
ー

ク
へ
、
同
地
に
い
る
軍
に
俸
給
と
贈
り
物
を
分
配
す
る
よ
う
、
七
〇
〇
ミ
ス
カ
ー
ル
の
金
を
送
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ネ
軍
が
気
を

よ
く
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
。

　
【
二
三
五
】
そ
れ
か
ら
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、﹇
ジ
ェ
ン
ネ
に
い
る
﹈
侍
従
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ム
ウ
ミ
ン
・
ア
ッ
サ
バ
ー
イ
ー al-

Sabā‘ī

（
前
頁
で
は
ア
ッ
サ
ー
ビ
イ
ー
）
の
も
と
へ
、
第
一
の
使
者
に
続
け
て
、
第
二
の
使
者
を
送
っ
た
。
彼
は
、
侍
従
の
ム
ハ
ン
マ
ド
に
、

以
下
の
こ
と
を
書
き
送
っ
た
。
侍
従
ム
ハ
ン
マ
ド
が
、
サ
ル
テ
ィ
ー
・
ウ
リ
ー
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
カ
リ
ー Saltī W

urī M
uḥam

m
ad Q

alī

を
捕

ら
え
、
彼
が
館
に
所
有
し
て
い
る
も
の
全
て
を
奪
い
、
彼
の
家
人
や
子
ど
も
を
売
り
は
ら
う
。
そ
し
て
、
サ
ル
テ
ィ
ー
に
鉄
鎖
を
し
て
、
パ

シ
ャ
＝
ア
リ
ー
の
も
と
へ
送
る
。
彼
は
サ
ル
テ
ィ
ー
の
殺
害
を
望
ん
だ
。
そ
れ
は
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
が
巡
礼
の
旅
を
決
意
し
た
と
き
、
サ
ル
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テ
ィ
ー
が
彼
か
ら
財
産
を
奪
っ
た
た
め
で
あ
る
。
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、
長
い
間
そ
れ
を
待
ち
、
長
い
時
が
過
ぎ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
は
﹇
巡

礼
に
﹈
出
発
し
た
。﹇
財
産
を
﹈
得
た
者
が
そ
れ
を
返
す
こ
と
な
く
。

　

第
一
の
使
者
に
先
立
っ
て
、
第
二
の
使
者
が
犠
牲
祭
二
日
目
（
ズ
ー
・
ア
ル
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
一
一
日
、
一
六
三
二
年
六
月
一
九
日
）
の
月
曜
日

朝
に
、
ジ
ェ
ン
ネ
の
町
に
到
着
し
た
。
侍
従
の
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
そ
の
当
時
カ
ー
イ
ド
の
も
と
で
諮
問
会
議
に
臨
席
し
て
い
た
が
、
パ
シ
ャ
＝

ア
リ
ー
の
書
簡
を
読
む
と
、
前
述
の
サ
ル
テ
ィ
ー
へ
﹇
や
っ
て
来
る
よ
う
に
﹈
言
い
送
っ
た
。
そ
の
時
、
サ
ル
テ
ィ
ー
は
、
イ
ー
ド
の
期
間
に

お
け
る
彼
ら
の
習
慣
に
従
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ネ
・
コ
イ Jenne K
oi

の
館
の
娯
楽
の
場
に
い
た
。
サ
ル
テ
ィ
ー
は
や
っ
て
来
る
と
、
捕
ら
え
ら

れ
、
鉄
鎖
に
か
け
ら
れ
、
城
砦
に
投
獄
さ
れ
た
。

　

侍
従
の
ム
ハ
ン
マ
ド
は
そ
の
日
、
サ
ル
テ
ィ
ー
の
館
に
あ
る
も
の
を
調
べ
る
た
め
、
も
う
一
人
の
公
証
人
と
共
に
私
を
臨
席
さ
せ
た
。
我
々

は
目
録
に
基
づ
い
て
、
マ
ム
ル
ー
ク
を
除
い
て
、
館
に
あ
る
も
の
を
数
え
上
げ
た
。
す
る
と
侍
従
の
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
を
数
え
上

げ
る
た
め
に
、
明
日
、
も
う
一
度
や
っ
て
来
る
よ
う
我
々
に
命
じ
た
。
翌
日
、
私
達
が
彼
ら
を
数
え
上
げ
る
と
、
侍
従
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
私
達

に
、
自
身
と
共
に
牢
獄
に
行
く
よ
う
に
命
じ
た
。
と
い
う
の
も
、
サ
ル
テ
ィ
ー
に
こ
れ
が
所
有
し
て
い
る
財
産
の
全
て
で
あ
る
こ
と
を
我
々
に

言
明
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
我
々
は
火
曜
の
昼
間
に
牢
獄
へ
入
る
と
、
彼
が
悲
惨
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
見
て
取
っ
た
。
私
が
目
録
を
読
み
上

げ
る
と
、
彼
は
そ
れ
が
彼
の
全
て
の
財
産
で
あ
る
と
言
明
し
た
。
そ
し
て
、
我
々
は
そ
れ
に
つ
い
て
、
証
言
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
の
第
一
の
使
者
が
、
一
〇
四
一
年
末
の
聖
な
る
ズ
ー
・
ア
ル
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
一
四
日
木
曜
昼
（
一
六
三
二
年
六
月

二
二
日
）
に
到
着
し
た
。
人
び
と
が
書
簡
を
読
み
、﹇
そ
こ
に
﹈
書
か
れ
た
冒
頭
部
を
見
る
と
、
彼
ら
は
疑
い
も
疑
念
も
な
く
、
弱
さ
と
無
力

さ
が
パ
シ
ャ
を
捕
ら
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
パ
シ
ャ
は
彼
ら
が
反
乱
を
終
え
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

　

そ
し
て
、
彼
ら
は
こ
の
時
反
乱
を
起
こ
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
、
侍
従
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ワ
ラ
ド
・
ム
ウ
ミ
ン
（
す
な
わ
ち
ム
ハ
ン
マ
ド
・

ブ
ン
・
ム
ウ
ミ
ン
）
を
捕
ら
え
、
前
述
の
サ
ル
テ
ィ
ー
・
ウ
リ
ー
が
い
る
牢
獄
に
、
彼
を
投
獄
し
た
。
そ
し
て
、
サ
ル
テ
ィ
ー
の
両
足
に
か
け

ら
れ
て
い
た
鉄
鎖
を
外
し
、
そ
れ
を
侍
従
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ム
ウ
ミ
ン
の
両
足
に
か
け
た
。【
二
三
六
】
そ
の
時
、
カ
ー
イ
ド
と
軍
の
高
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官
た
ち
の
す
べ
て
は
、
侍
従
の
ム
ハ
ン
マ
ド
の
館
に
あ
る
財
産
を
調
べ
る
た
め
、
も
う
一
人
の
公
証
人
と
共
に
私
を
臨
席
さ
せ
た
。
我
々
は
マ

ム
ル
ー
ク
と
女
奴
隷
を
除
き
、
目
録
で
館
を
調
べ
た
。
そ
れ
か
ら
、
彼
ら
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
と
女
奴
隷
を
数
え
上
げ
る
た
め
に
、
明
日
、
も
う

一
度
や
っ
て
来
る
よ
う
我
々
に
命
じ
た
。

　

翌
日
、
前
述
の
月
一
五
日
金
曜
日
（
一
六
三
二
年
六
月
二
三
日
）
に
我
々
が
彼
ら
を
数
え
上
げ
た
後
、
カ
ー
イ
ド
と
軍
の
高
官
た
ち
は
、
牢

獄
に
い
る
侍
従
の
ム
ハ
ン
マ
ド
の
も
と
へ
行
き
、
彼
の
財
産
に
つ
い
て
尋
ね
る
よ
う
、
我
々
に
命
じ
た
。
こ
う
し
て
、
我
々
は
、
火
曜
日
に
サ

ル
テ
ィ
ー
・
ウ
リ
ー
に
見
た
﹇
悲
惨
な
﹈
状
態
を
彼
に
も
見
て
と
っ
た
。
王
者
た
る
神
に
讃
え
あ
れ
。
神
は
、
望
ま
れ
た
こ
と
を
そ
の
王
国
に

な
さ
る
全
能
な
御
方
で
あ
り
、
神
は
、
苦
悩
す
る
者
達
を
、
瞬
き
す
る
よ
り
早
く
、
勇
気
づ
け
ら
れ
る
御
方
で
あ
る
。

　

彼
ら
は
、
牢
獄
に
侍
従
ム
ハ
ン
マ
ド
を
と
ど
め
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
彼
を
殺
害
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
こ
う
し
て
、
侍
従
ム
ハ
ン
マ
ド

は
一
〇
四
二
年
初
頭
の
聖
な
る
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
の
夜
（
一
六
三
二
年
七
月
一
八
日
）
に
殺
さ
れ
た
。

　

今
か
ら
ガ
オ
の
人
び
と
と
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
カ
ー
デ
ィ
ル
の
話
を
完
結
さ
せ
よ
う
。
そ
の
後
、
ガ
オ
の
人
び
と

は
、
ア
ス
キ
ヤ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
・
バ
ン
カ
ン
を
解
放
し
、
彼
は
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
へ
戻
っ
た
。
彼
は
到
着
す
る
と
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
が
ガ
オ
へ

﹇
戦
い
の
た
め
に
﹈
戻
る
こ
と
を
決
意
し
、
熱
心
に
尽
力
し
て
い
る
の
を
見
て
取
っ
た
。
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
、
ガ
オ
の
人
び
と
に
対
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
懲
罰
の
道
具
を
準
備
し
て
い
た
。

　

前
述
の
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
二
日
日
曜
日
（
一
六
三
二
年
七
月
一
〇
日
）、
彼
は
、
彼
の
舟
に
カ
バ
ラ
の
港
か
ら
の
出
航
を
命
じ
た
。
し
か
し
、

軍
は
、
ブ
ー
リ
の
村
に
到
着
す
る
と
、
月
曜
の
夜
に
反
乱
を
起
こ
し
、
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ム
バ
ー
ラ
ク
・
ア
ル
マ
ー
ッ
ス
ィ
ー ‘A

lī b. 

M
ubārak al-M

āssī

を
パ
シ
ャ
に
任
じ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
舟
で
カ
バ
ラ
の
港
へ
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
そ
の
月
曜
の
朝
に
出
発
し
、
陸
路
で
軍
を
追
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
反
乱
と
彼
の
解
任
の
知
ら
せ
は
、
彼
の
元
に
は
と

ど
か
な
か
っ
た
。
彼
は
軍
の
方
へ
向
か
っ
た
が
、
道
中
、
そ
の
知
ら
せ
を
聞
き
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
へ
戻
っ
た
。
し
か
し
、
彼
に
従
っ
て
い
た
者

の
全
て
は
、
カ
ー
イ
ド
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
マ
ス
ウ
ー
ド
・
ア
ル
マ
ッ
ラ
ー
ク
シ
ー M

uḥam
m

ad b. M
as‘ūd al-M

arrākushī

を
除
い
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て
、
逃
げ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
カ
ー
イ
ド
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
は
忠
実
で
﹇
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
と
﹈
盟
約
を
結
ん
で
い
た
者
で
あ
っ
た
。

　

パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
火
曜
の
夜
は
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
で
過
ご
し
、
翌
日
、
カ
ー
デ
ィ
ー
の
サ
イ
イ
ド
・
ア
フ
マ
ド
に
、
軍
と
自
ら
の
間
で
和
約

を
結
ぶ
た
め
に
、
港
に
い
る
彼
ら
の
も
と
へ
行
く
よ
う
に
命
じ
た
。
カ
ー
デ
ィ
ー
＝
ア
フ
マ
ド
は
彼
ら
の
と
こ
ろ
へ
到
着
し
、
そ
の
こ
と
を
提

案
し
た
が
、【
二
三
七
】
彼
ら
が
聞
く
耳
を
持
た
ず
反
感
ば
か
り
を
強
め
た
の
を
見
て
と
っ
た
。
こ
の
た
め
、
彼
は
町
へ
戻
り
、﹇
自
ら
は
﹈
パ

シ
ャ
＝
ア
リ
ー
の
元
に
は
行
か
ず
、
起
き
た
こ
と
を
伝
え
る
使
者
を
遣
わ
し
た
。
そ
し
て
、
自
身
は
自
ら
の
館
に
帰
っ
た
。

　

水
曜
の
朝
、
軍
は
港
か
ら
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
へ
戻
っ
た
。
こ
の
た
め
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
町
か
ら
脱
出
し
た
。
近
郊
の
ア
ル
フ
ィ
ラ
ー

リ
ー
・
ブ
ン
・
イ
ー
サ
ー
・
ア
ル
バ
ル
ブ
ー
シ
ー
の
宿
営
地
へ
向
か
い
、
彼
に
﹇
自
ら
の
﹈
逃
亡
の
助
力
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
木
曜
の
夜

は
、
彼
の
宿
営
地
で
、
彼
と
共
に
過
ご
し
た
。
し
か
し
、
ア
ル
フ
ィ
ラ
ー
リ
ー
は
、
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
の
求
め
に
応
じ
ず
、
木
曜
朝
、
パ
シ
ャ

＝
ア
リ
ー
を
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
町
へ
送
り
返
し
た
。
そ
し
て
、
ア
ル
フ
ィ
ラ
ー
リ
ー
は
パ
シ
ャ
を
連
れ
、
執
り
成
し
を
求
め
て
カ
ー
デ
ィ
ー
の

館
へ
向
か
っ
た
。

　

カ
ー
デ
ィ
ー
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
新
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ム
バ
ー
ラ
ク
に
使
者
を
送
っ
た
。
す
る
と
、
新
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
・
ブ

ン
・
ム
バ
ー
ラ
ク
は
、
前
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
カ
ー
デ
ィ
ル
の
も
と
に
あ
っ
た
パ
シ
ャ
位
を
示
す
全
て
の
も
の
を
奪
い

取
っ
て
来
る
者
を
遣
わ
し
た
。
前
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
全
て
を
差
し
出
し
た
。
そ
の
夜
、
銃
兵
の
集
団
が
前
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
の
も
と
に
や
っ

て
来
た
。
新
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ム
バ
ー
ラ
ク
が
命
じ
、
銃
兵
た
ち
は
、
前
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
を
捕
ら
え
、
枷
を
し
て
城
砦
ま
で
連
行

し
た
。
そ
し
て
、
厩
舎
で
前
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
は
打
ち
首
に
さ
れ
た
。
彼
と
共
に
﹇
唯
一
、
彼
の
も
と
に
残
っ
た
﹈
カ
ー
イ
ド
＝
ム
ハ
ン
マ

ド
・
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
・
マ
ス
ウ
ー
ド
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

彼
ら
は
、
前
パ
シ
ャ
＝
ア
リ
ー
の
足
を
も
っ
て
、
市
場
ま
で
遺
体
を
引
き
回
し
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
を
市
場
に
吊
し
、
し
ば
ら
く
し
て
降
ろ

し
た
。
彼
ら
は
遺
体
を
整
え
、
大
モ
ス
ク
の
墓
地
の
、
至
高
な
る
神
の
友
、
ス
ィ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ブ
ー
・
ア
ル
カ
ー
ス
ィ
ム
・
ア
ッ
ト
ゥ
ワ
ー

テ
ィ
ー Sayydī A

bū al-Q
āsim

 al-Tuw
ātī

―
至
高
な
る
神
が
彼
に
恵
み
を
垂
れ
ま
す
よ
う
に
―
の
隣
に
彼
を
埋
葬
し
た
。
そ
れ
は
前
述
の
ム
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ハ
ッ
ラ
ム
月
六
日
木
曜
日
（
一
六
三
二
年
七
月
一
四
日
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

註（
1
）　

以
下
、
解
題
に
関
す
る
多
く
の
部
分
は
、
英
訳
書
で
あ
る

ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ウ
ィ
ッ
ク John O

. H
unw

ick, Tim
buktu and the 

Songhay Em
pire , Leiden: B

rill, 1999 

の
序
論
（pp. xv-lxv

）
に

拠
る
。
こ
の
た
め
、
同
書
か
ら
引
用
し
た
場
合
は
括
弧
（　

）
で
該

当
ペ
ー
ジ
を
文
中
に
示
し
、
そ
れ
以
外
を
参
照
し
て
い
る
場
合
に
の

み
、
典
拠
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

（
2
）　

西
ア
フ
リ
カ
内
陸
、
現
在
の
マ
リ
共
和
国
中
部
に
一
四
│
一
六

世
紀
を
最
盛
期
と
し
て
栄
え
た
交
易
都
市
。
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
南
縁

と
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
が
最
も
北
に
張
り
出
し
た
部
分
の
接
点
に
位
置

し
、
北
か
ら
の
ラ
ク
ダ
の
輸
送
の
終
点
、
南
か
ら
舟
で
運
ば
れ
て
く

る
商
品
の
集
結
地
と
し
て
、
交
易
上
重
要
な
位
置
を
占
め
た
。
川
田

順
造
「
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
」
日
本
イ
ス
ラ
ム
協
会
他
監
修
『
新
イ
ス
ラ

ム
事
典
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
、
三
七
三
│
三
七
四
頁
。
地
名
に

つ
い
て
は
、
本
稿
末
の
地
図
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）　

ニ
ス
バ
は
職
業
や
出
身
地
、
帰
属
す
る
部
族
名
な
ど
に
ち
な
ん

で
付
け
ら
れ
る
名
前
の
こ
と
。
サ
ア
ド
族
に
つ
い
て
は
、
モ
ロ
ッ
コ

の
サ
ア
ド
朝
君
主
も
同
族
出
身
を
称
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
サ
ア

デ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
、
サ
ア
ド
朝
君
主
と
は
異
な
り
、
預
言
者
ム
ハ

ン
マ
ド
の
血
統
に
連
な
る
人
び
と
で
あ
る
シ
ャ
リ
ー
フ
（sharīf 

原

義
は
「
高
貴
な
（
も
の
）」）
と
自
称
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（p. 

lxiii

）。

（
4
）　

西
ア
フ
リ
カ
の
内
陸
、
現
在
の
マ
リ
共
和
国
に
あ
る
ニ
ジ
ェ
ー

ル
川
中
流
域
の
交
易
都
市
。
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
内
陸
デ
ル
タ
の
物
資
の

集
散
地
と
し
て
、
ま
た
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
南
縁
に
位
置
す
る
た
め
に

食
料
自
給
が
不
可
能
な
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
食
料
そ
の
他
の
供
給
基
地

と
し
て
栄
え
た
。
竹
沢
尚
一
郎
「
ジ
ェ
ン
ネ
」
大
塚
和
夫
他
編
『
岩

波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
四
三
二
│
四
三

三
頁
。

（
5
）　

ア
ル
マ A

rm
a 

と
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
銃
兵 al-rum

ā 

か
ら
転

じ
た
語
で
、
一
五
九
一
年
の
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
崩
壊
以
降
、
ト
ン
ブ
ク

ト
ゥ
の
支
配
者
層
と
な
っ
た
者
た
ち
の
こ
と
。
元
は
サ
ア
ド
朝
軍
に

属
し
て
い
た
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
（p. 365

）。

（
6
）　

マ
フ
ム
ー
ド
・
カ
ァ
テ
ィ
は
、
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
君
主
ア
ス
キ

ヤ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
メ
ッ
カ
巡
礼
に
同
行
し
た
ソ
ニ
ン
ケ
人
と
さ
れ

る
。『
探
求
者
の
年
代
記
』
は
、
実
際
に
は
、
カ
ァ
テ
ィ
と
そ
の
親

族
た
ち
に
よ
っ
て
一
六
世
紀
に
書
か
れ
た
諸
記
録
を
元
に
、
一
七
世

紀
に
同
じ
く
ソ
ニ
ン
ケ
人
の
学
者
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ム
フ
タ
ー
ル Ibn 

al-M
ukhtār 

に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な

お
、『
探
求
者
の
年
代
記
』
の
正
し
い
書
名
は
、Ta’rīkh al-fattāsh 
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fī akhbār al-buldān w
a-l-juyūsh w

a-ākabīr al-nās w
a-dhikr 

w
aqā’i‘ al-Takrūr w

a-‘aẓā’im
 al-um

ūr w
a-tafrīq ansāb al-‘abīd 

m
in al-aḥrār  （

諸
国
と
諸
軍
、
諸
有
力
者
の
情
報
、
タ
ク
ル
ー
ル
で

の
様
々
な
出
来
事
と
大
き
な
諸
事
の
記
述
、
お
よ
び
奴
隷
と
自
由
人

の
血
統
の
峻
別
に
関
す
る
探
求
者
の
年
代
記
）
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
本
書
は
、
ガ
ー
ナ
、
マ
リ
、
ソ
ン
ガ
イ
の
歴
史
を
、
一
六
世
紀

末
の
サ
ア
ド
朝
に
よ
る
ソ
ン
ガ
イ
侵
略
ま
で
記
述
し
、
特
に
ア
ス
キ

ヤ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
（
本
文
後
述
）
を
理
想
的
な
ム
ス
リ
ム
支
配
者
と

し
て
描
く
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
研
究
で
、
同
書
が
マ
ー
ス
ィ
ナ
の

フ
ル
ベ
人
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
を
正
当
化
す
る
目
的
で
、
一
九
世
紀
に

改
竄
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
改
竄
部
分
の
特
定
に
よ
り
、
書
換

え
の
意
図
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
結
果
、
同
書
は
一
七
世
紀
以
前
の
歴

史
だ
け
で
な
く
、
一
九
世
紀
の
ジ
ハ
ー
ド
運
動
に
関
す
る
情
報
を
も

含
む
き
わ
め
て
重
要
な
史
料
と
な
っ
た
と
い
う
。
同
書
に
つ
い
て

は
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ワ
イ
ズC

hristopher W
ise

と
ハ
ラ
・
ア

ブ
ー
・
タ
レ
ブ H

ala A
bu Taleb

に
よ
る
英
訳
も
出
て
い
る

（C
hristopher W

ise ed., C
hristopher W

ise and H
ala A

bu Taleb 
trans., Ta’rīkh al-fattāsh: The Tim

buktu Chronicles 1493-1599, 
Trenton, N

.J.: A
frica W

orld Press, 2011

）。
ま
た
、『
ス
ー
ダ
ー
ン

年
代
記
』
と
『
探
求
者
の
年
代
記
』
の
二
書
を
ま
と
め
て
、
し
ば
し

ば
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
年
代
記
と
呼
ぶ
。
苅
谷
康
太
『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗

教
的
・
知
的
連
関
網:

ア
ラ
ビ
ア
語
著
作
か
ら
読
み
解
く
西
ア
フ
リ

カ
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
、
五
一
頁 ; 

坂
井
信
三
「
ト

ン
ブ
ク
ト
ゥ
年
代
記
」『
岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典
』
六
九
五
頁
。

（
7
）　

本
稿
で
は
、ア
ラ
ビ
ア
語
、仏
語
共
に
パ
リ
のLibrairie d’A

m
érique 

et d’O
rient A

drien M
aisonneuve

社
刊
、
一
九
八
一
年
版
を
使
用

し
た
。
以
後
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
キ
ス
ト
の
典
拠
はal-Sa‘dī, Ta’rīkh 

al-Sūdān , p.

〜
と
記
し
、
仏
語
訳
はal-Sa‘dī, Ta’rīkh al-Sūdān 

trad.,  p.

〜
と
記
す
。

（
8
）　C

harles M
onteil, “ N

otes sur le Tarikh es-Soudan, éditées 
par V. M

onteil”, Bulletin de l’I.F.A
.N

., t. X
X

V
II, sér. B

, N
os. 

3-4, pp. 479-530.

（
9
）　B

.A
. O

got ed., G
eneral H

istory of A
frica V: A

frica from
 the 

Sixteenth to the Eighteenth C
entury,  Paris: U

nesco; London: 
H

einem
ann E

ducational B
ooks; B

erkeley: U
niversity of 

C
alifornia Press, pp.300-326; M

aurice D
elafosse, H

aut-Sénégal-
N

iger: L’histoire,  Paris: Ém
ile Larose, Libraire-Éditeur, 1912, t. 

II, pp. 239-261.

（
10
）　

川
田
順
造
「
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
」『
新
イ
ス
ラ
ム
事
典
』
三
一
六

│
三
一
七
頁 ; 

竹
沢
尚
一
郎
「
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
」『
岩
波
イ
ス
ラ
ー

ム
辞
典
』
五
八
八
頁
。
な
お
、
帝
国
の
名
は
、
支
配
民
族
ソ
ン
ガ
イ

の
名
に
由
来
す
る
が
、
首
都
ガ
オ
の
名
を
と
っ
て
ガ
オ
帝
国
と
も
呼

ば
れ
る
。

（
11
）　J.L. Triaud and A

.S. K
aye, “Sūdān, B

ilād al-.” in H
. A

. R
. 

G
ibb et al. eds, The Encyclopaedia of Islam

, new
 edition, 

Leiden: E. J. B
rill, 1960-2002, vol. IX

, pp.752-761; 

苅
谷
康
太

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
的
・
知
的
連
関
網
』
二
四
頁
。

（
12
）　

ア
ス
キ
ヤ A

skiya 

と
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
が
、
総
督
職
に
あ
っ
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た
時
か
ら
そ
の
称
号
と
し
て
用
い
て
い
た
が
、
一
四
九
三
年
に
ス
ン

ニ
・
ア
リ
ー
の
子
に
戦
勝
し
権
力
を
掌
握
し
て
か
ら
は
、
支
配
者
の

称
号
、
お
よ
び
彼
が
創
始
し
た
王
朝
の
名
と
な
っ
た
（K

nut S. 
V

ikør, “A
skiyā M

uḥam
m

ad”, in K
ate Fleet et al. eds., The 

Encyclopaedia of Islam
,  three, Leiden: E. J. B

rill, 2007-, vol. 
2018-2, pp.6-8

）。
一
説
に
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
故
ス
ン
ニ
・
ア

リ
ー
の
娘
を
嘲
笑
す
る
た
め
に
、「
彼
は
も
う
い
な
い a si tya

」
と

言
い
、
こ
の
語
を
採
っ
た
と
さ
れ
る
（https://w

w
w

.britannica.
com

/biography/M
uham

m
ad-I-A

skia, 

二
〇
一
八
年
一
二
月
二
六
日

最
終
閲
覧
）。

（
13
）　
『
ス
ー
ダ
ー
ン
年
代
記
』
そ
の
他
を
用
い
た
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の

政
治
社
会
史
研
究
と
し
て
は
、
エ
リ
ア
ス
・
サ
ア
ド Elias E. Saad 

に
よ
る
以
下
の
研
究
が
あ
る
。Elias E. Saad, Social H

istory of 
Tim

buktu: The Role of M
uslim

 Scholars and N
otables 1400 - 

1900,  C
am

bridge: C
am

bridge U
niversity Press, 1983.

（
14
）　

飯
山
陽
「
サ
ア
ド
朝
」『
岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典
』
三
八
五
頁 

; 

私
市
正
年
「
サ
ー
ド
朝
」『
新
イ
ス
ラ
ム
事
典
』
二
四
〇
頁 ; 
佐
藤

次
高
編
『
西
ア
ジ
ア
史
Ⅰ
ア
ラ
ブ
』
三
八
八
│
三
九
一
頁
。

（
15
）　

宮
本
正
興
、
松
田
素
二
編
『
新
書
ア
フ
リ
カ
史
』
一
九
九
│
二

〇
〇
頁
。

（
16
）　

以
下
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
か
ら
西
暦
へ
の
換
算
に
つ
い
て
は
、
テ
キ

ス
ト
で
ユ
リ
ウ
ス
暦
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ユ
リ
ウ
ス
暦

で
統
一
し
、（　

）
内
に
記
し
た
。

（
17
）　

ス
ィ
ジ
ル
マ
ー
サ
生
ま
れ
の
知
識
人
で
あ
り
、
ス
ー
フ
ィ
ー
指

導
者
（
一
六
一
三
年
没
）。
マ
フ
デ
ィ
ー
（
救
世
主
）
を
自
称
し
、

サ
ア
ド
朝
君
主
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
マ
ン
ス
ー
ル
没
後
に
、
君
主
ム
ー

レ
イ
・
ザ
イ
ダ
ー
ン
（
註
18
）
に
反
乱
を
起
こ
し
た
（
一
六
一
〇
│

一
六
一
三
年
）。
以
下
本
文
で
は
、
彼
の
反
乱
に
関
す
る
一
連
の
出

来
事
と
、
ス
ー
ダ
ー
ン
西
部
の
状
況
を
述
べ
て
い
る
。cf. 

M
ercedes G

arcia-A
renal, M

essianism
 and Puritanical Reform

: 
M

ahdīs of the M
uslim

 W
est,  Leiden: B

rill, 2006, pp.325-351.

（
18
）　

ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
マ
ン
ス
ー
ル
の
息
子
で
サ
ア
ド
君
主
（
位
一

六
〇
三
│
一
六
二
七
年
）。
一
六
〇
三
年
の
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
マ
ン

ス
ー
ル
没
後
、
子
の
間
で
権
力
闘
争
が
始
ま
っ
た
。
ム
ー
レ
イ
・
ザ

イ
ダ
ー
ン
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
王
位
を
主
張
し
た
が
、
国
内
全
土
は
掌

握
で
き
ず
、
フ
ェ
ス
に
も
政
権
が
誕
生
し
た
。
こ
の
た
め
王
朝
は
分

裂
し
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
や
、
ア
ブ
ー
・
マ
ハ
ッ

リ
ー
の
よ
う
な
山
岳
の
ベ
ル
ベ
ル
人
が
反
乱
を
起
こ
し
、
国
内
は
無

秩
序
状
態
と
な
っ
た
（
佐
藤
次
高
編
『
西
ア
ジ
ア
史
』
三
九
〇
│
三

九
一
頁
）。

（
19
）　

テ
キ
ス
ト
で
はK

āgh

、
現
在
の
ガ
オ G

ao 

の
こ
と
で
（al-

Sa‘dī, Ta’rīkh al-Sūdān trad., p.14

）、
マ
リ
共
和
国
の
中
東
部
、

ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
左
岸
に
位
置
す
る
都
市
。
古
く
か
ら
サ
ハ
ラ
縦
断
交

易
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
同
地
を
中
心
に
国
家
が
建
設
さ
れ
た
。
サ

ア
デ
ィ
ー
は
ガ
オ
をK

āgh （
仏
語
表
記
で
はK

âgho

）
な
い
し

K
aw

（
同K

â’o

）
と
記
す
が
（D

elafosse, H
aut-Sénégal-N

iger, II, 
p.66

）、
本
稿
で
は
ガ
オ
で
統
一
し
た
。

（
20
）　

テ
キ
ス
ト
で
は
海 al-baḥr 

と
あ
る
が
、
以
下
で
は
全
て
括
弧
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も
付
さ
ず
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
と
す
る
。
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
は
西
ア
フ
リ

カ
を
流
れ
ギ
ニ
ア
湾
に
注
ぐ
河
川
で
、
長
さ
は
四
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
に
は
緩
や
か
な
傾
斜
し
か
な
い
た
め
、
流
域

の
平
ら
な
土
地
に
い
た
る
と
、
川
の
水
は
あ
ふ
れ
出
て
広
大
な
氾
濫

域
を
形
成
す
る
。
他
方
で
、
一
年
の
一
定
時
期
に
決
ま
っ
て
氾
濫
を

引
き
起
こ
す
の
で
、
農
業
や
牧
畜
に
最
適
の
環
境
を
形
成
し
て
き

た
。
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
の
氾
濫
域
の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
大
き
く

も
っ
と
も
重
要
な
の
が
中
流
域
の
「
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
内
陸
デ
ル
タ
」

と
呼
ば
れ
る
湿
低
地
で
あ
り
、
本
稿
と
の
関
係
で
は
、
ジ
ェ
ン
ネ
が

こ
の
中
に
位
置
す
る
。
竹
沢
尚
一
郎
編
『
マ
リ
を
知
る
た
め
の
58

章
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
三
四
│
三
八
頁
。

（
21
）　M

a‘D
ougou （

仏
）、M

a‘D
ugu 

と
も
表
記
さ
れ
る
。「
ス
ル

タ
ー
ン
の
館
」
を
意
味
す
る
マ
リ
ン
ケ
語
。
か
の
有
名
な
マ
リ
帝
国

最
盛
期
の
王
、
マ
ン
サ
・
ム
サ M

ansa M
usa

（
位
一
三
一
二
年
│

一
三
三
七
年
頃
）
が
、
メ
ッ
カ
巡
礼
後
に
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
郊
外
の
運

河
の
近
く
に
建
設
し
た
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
場
所
は
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
（H

unw
ick, Tim

buktu, p.10; Saad, Social H
istory, 

p.37; al-Sa‘dī, Ta’rīkh al-Sūdān, pp.7-8

）。
本
文
に
あ
る
通
り
、

ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
氾
濫
の
際
に
こ
の
場
が
度
々
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）　al-am

īn. 

原
義
は
「
信
頼
し
う
る
（
も
の
）」。
ハ
ン
ウ
ィ
ッ
ク

に
よ
る
と
、
ア
ル
マ
行
政
に
お
け
る
国
庫 bayt al-m

āl

を
管
理
す

る
官
吏
の
こ
と
（H

unw
ick, Tim

buktu, p.365

）。

（
23
）　

校
訂
註
に
よ
る
と
、
一
部
の
写
本
の
余
白
に
は
以
下
の
書
き
込

み
が
あ
る
と
い
う
。「
一
一
六
八
年
に
も
人
び
と
は
同
様
の
こ
と
を

聞
い
た
。
雷
鳴
と
地
鳴
り
は
激
し
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
同
年
ム

ハ
ッ
ラ
ム
月
二
七
日
日
曜
日
の
正
午
（
一
七
五
四
年
一
一
月
二
日
）、

木
々
や
家
々
は
揺
れ
、
裂
け
て
崩
れ
落
ち
、
人
び
と
は
そ
れ
の
下
敷

き
に
な
っ
て
死
ん
だ
。」

（
24
）　

仏
訳
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
「
若
き
」
と
訳
し
たal-fatā 

は
通

称
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
（al-Sa‘dī, Ta’rīkh al-Sūdān trad., 

p.339n

）。

（
25
）　

当
時
、
サ
ア
ド
朝
に
は
、
マ
ス
ケ
ッ
ト
（
燧
発
）
銃
が
導
入
さ

れ
て
い
た
が
、
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
に
は
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
両
者
の
軍
事
力
に
は
大
き
な
差
が
あ
っ
た
（
佐
藤
次
高
編
『
西

ア
ジ
ア
史
』
三
九
〇
頁
）。

（
26
）　

テ
キ
ス
ト
に
は
「
前
の
」
と
い
っ
た
語
は
付
い
て
い
な
い
が
、

便
宜
上
、
そ
の
時
の
状
態
に
基
づ
い
て
、「
前
の
」「
新
」
を
断
り
な

く
付
し
た
。

（
27
）　al-aryāf. 

テ
キ
ス
ト
に
は
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
と
特
定
し
て
述
べ
ら

れ
て
い
な
い
が
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
だ
と
判
断
し
た
。
仏
訳
も
同
様
で

あ
る
（al-Sa‘dī, Ta’rīkh al-Sūdān trad., p.340

）。

（
28
）　

ダ
ン
デ
ィ D

endi 

王
朝
の
ア
ス
キ
ヤ
（
位
一
六
一
一
│
一
六
一

八
年
）。
サ
ア
デ
ィ
ー
は
、
第
三
七
章
で
ダ
ン
デ
ィ
王
朝
に
関
す
る

記
述
で
も
ア
ス
キ
ヤ
＝
ア
ル
ア
ミ
ー
ン
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
治
世

を
称
讃
し
て
い
る
（al-Sa‘dī, Ta’rīkh al-Sūdān, pp.311-312

）。

（
29
）　

ダ
ン
デ
ィ
王
朝
の
東
方
辺
境
の
総
督
（N

ehem
ia Levtzion, 

“The W
estern M

aghrib and Sudan” in R
oland O

liver ed., The 
C

am
bridge H

istory of A
frica: From

 c.1050 to c.1600, 
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C
am

bridge: C
am

bridge U
niversity Press, 2007, vol. III, p. 445

）。

（
30
）　

ホ
ン
ボ
リ
地
方
の
総
督
（H

unw
ick, Tim

buktu, p.341

）。

（
31
）　

仏
訳
で
は K

anai 

は
一
般
名
詞
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
詳
細

は
不
明
で
あ
る
（al-Sa‘dī, Ta’rīkh al-Sūdān trad., p.341

）。

（
32
）　bashūẓ. 
サ
ア
ド
朝
の
軍
人
の
地
位
だ
と
考
え
ら
れ
（H

unw
ick, 

Tim
buktu, p.365; al-Sa‘dī, Ta’rīkh al-Sūdān trad., p.221

）、
ハ
ン

ウ
ィ
ッ
ク
は
第
四
等
と
し
て
い
る
。

（
33
）　al-kāhiya. 

ハ
ン
ウ
ィ
ッ
ク
は
こ
の
語
を
ト
ル
コ
語
起
源
と
し
、

こ
の
役
職
を
パ
シ
ャ
、
カ
ー
イ
ド
に
次
ぐ
、
第
三
等
の
軍
人
と
す
る

（H
unw

ick, Tim
buktu, p.366

）。

（
34
）　

仏
訳
に
も
あ
る
が
、
前
頁
と
こ
れ
ら
の
文
言
か
ら
、
ハ
ン
ム
と

ユ
ー
ス
フ
は
パ
シ
ャ
の
称
号
を
採
ら
ず
、
カ
ー
イ
ド
の
称
号
で
満
足

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
著
者
サ
ア
デ
ィ
ー
も
こ
の
二
人
に
は
パ

シ
ャ
の
称
号
を
付
け
ず
に
記
述
し
て
い
る
た
め
本
稿
に
お
い
て
も

カ
ー
イ
ド
の
ま
ま
と
し
た
。（al-Sa‘dī, Ta’rīkh al-Sūdān trad., 

p.344n

）。

（
35
）　

テ
キ
ス
ト
に
は kayfam

ā 

と
あ
る
が
、
文
脈
か
ら ‘indam

ā 
と

同
じ
意
味
で
と
っ
た
。

（
36
）　

テ
キ
ス
ト
に
は Yenba 

と
あ
る
が
、
仏
訳
に
あ
る
通
り
、
こ
の

直
後
の
部
分
で
は
、
バ
ン
バ B

enba 

と
あ
る
た
め
、
こ
ち
ら
に
統

一
し
た
（al-Sa‘dī, Ta’rīkh al-Sūdān trad., p.345

）。

（
37
）　

サ
ア
ド
朝
君
主
（
位
一
六
二
七
│
一
六
三
一
年
）。
前
に
出
て

き
た
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ザ
イ
ダ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ド
の
子
。
一
般

に
は
、
ア
ブ
ド
・
ア
ル
マ
リ
ク ‘A

bd al-M
alik 

の
名
で
知
ら
れ
る
。

（
38
）　

仏
訳
に
も
あ
る
よ
う
に
、
モ
ス
ク
や
聖
者
の
館
（
こ
こ
で
は
単

な
る
住
居
の
こ
と
で
は
な
く
、
修
道
場
で
あ
る
ザ
ー
ウ
ィ
ヤ
を
指
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）
が
ア
ジ
ー
ル
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
（al-Sa‘dī, Ta’rīkh al-Sūdān trad., p.348n

）。

（
39
）　

仏
訳
は
、
サ
ア
デ
ィ
ー
は
ザ
ン
カ
ル
に
つ
い
て
何
も
言
及
し
て

お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
長 Fondoko 

が
住
民
か
ら
何
か
を
得
る
権
利
、

国
王
特
権
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
い
る
（al-Sa‘dī, Ta’rīkh al-

Sūdān trad.,  p.349n

）
が
、
ザ
ン
カ
ル
自
体
は
巻
末
のIndex 

で
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
地
代
や
税
と
見
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、

モ
ン
テ
イ
ユ
は
こ
れ
を D

jangal 

と
読
む
と
し
て
い
る
（M

onteil, 
“N

otes”, p.523

）。

（
40
）　

テ
キ
ス
ト
で
は
誰
を
指
す
の
か
明
確
で
は
な
い
が
、
仏
訳
で

は
、
サ
ン
コ
ー
レ
族
の
長
と
さ
れ
て
い
る
（al-Sa‘dī, Ta’rīkh al-

Sūdān trad.,  p.349

）。

（
41
）　

ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
中
流
域
、
ジ
ェ
ン
ネ
の
西
に
位
置
す
る
。

（
42
）　

仏
訳
は
、
こ
の
黒
い
テ
ン
ト
を
ト
ゥ
ア
レ
グ
や
ム
ー
ア
人
が
用

い
る
皮
製
の
テ
ン
ト
と
し
、「
黒
い
」
と
訳
し
た al-suw

adā’

を
「
た

く
さ
ん
の
」
と
い
う
意
味
か
も
し
れ
な
い
と
指
摘
す
る
（al-Sa‘dī, 

Ta’rīkh al-Sūdān trad., p.352n

）

（
43
）　

以
下
、
著
者
は
同
地
の
長
に
つ
い
て
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
称
号
を

用
い
て
い
る
。

（
44
）　

仏
訳
よ
り
、
雨
期
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
（al-Sa‘dī, 

Ta’rīkh al-Sūdān trad., p.353n

）。

（
45
）　

仏
訳
は
、
こ
の
コ
ン
ボ
マ
ウ
を
、
儀
礼
上
、
直
接
人
び
と
と
話
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す
こ
と
の
な
い
君
主
の
言
葉
を
伝
え
る
役
職
と
し
て
い
る
（al-

Sa‘dī, Ta’rīkh al-Sūdān trad., p.354n

）。

（
46
）　

現
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
中
南
部
に
位
置
す
る
オ
ア
シ
ス
地
域
。
サ
ハ

ラ
交
易
の
中
継
地
点
。

（
47
）　

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
を
代
表
す
る
知
識
人
ア
フ
マ
ド
・
バ
ー
バ
ー 

A
ḥm

ad B
ābā （

一
六
二
七
年
没
）
の
子 （
一
五
六
四
年
没
）。

謝
辞

本
稿
の
執
筆
に
当
た
り
、
時
代
背
景
や
術
語
に
つ
い
て
篠
田
知
暁
氏

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員PD
）
よ
り
多
大
な
ご
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

内
田
あ
か
ね
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
比
較
社

会
文
化
学
専
攻
一
九
九
九
年
入
学
、
故
人
）、

野
口
舞
子
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
基
幹
研
究
院
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
）

表　本稿で扱うトンブクトゥのパシャとその任期
　　（　）の任期は本文による
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地
図
　

16
世
紀
の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
中
流
域
　（

John O
. H

unw
ic, Tim

buktu and the Songhay Em
pire, Leiden: B

rill, 1999, p.359 に
加
筆
）



　　お茶の水史学　62号　　128

【
追
記
】　

訳
者
内
田
あ
か
ね
さ
ん
の
こ
と

三　

浦　
　
　

徹

　

本
訳
は
、
内
田
さ
ん
が
遺
し
た
ア
ラ
ビ
ア
語
年
代
記
『
ス
ー
ダ
ー
ン
年
代
記
』
の
日
本
語
訳
の
遺
稿
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

内
田
さ
ん
は
、
一
九
九
五
年
四
月
に
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
史
学
科
に
入
学
し
、
九
九
年
三
月
に
卒
業
し
た
。
九
六
年
か
ら
文
教

育
学
部
全
体
の
改
組
に
よ
り
、
史
学
科
も
人
文
科
学
科
比
較
歴
史
学
コ
ー
ス
に
改
組
（
改
称
）
し
た
た
め
、
最
後
の
史
学
科
の
学
生
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
史
を
専
攻
し
、
卒
業
論
文
（「
ガ
ー
ナ
王
国
か
ら
マ
リ
王
国
期
に
お
け
る
王
と
イ
ス
ラ
ム
ー
物
質
文
化
か
ら
の
考
察
」）
で
は
、
西

ア
フ
リ
カ
に
登
場
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
に
つ
い
て
ア
ラ
ビ
ア
語
の
地
理
書
を
用
い
交
易
を
主
題
と
し
て
検
討
し
た
。
九
九
年
四
月
に
大
学
院

人
間
文
化
研
究
科
人
文
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）
に
入
学
し
、
引
き
続
き
西
ア
フ
リ
カ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
を
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
を
用
い
て
研

究
す
る
こ
と
と
し
た
。
当
時
日
本
で
は
、
西
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
文
化
人
類
学
者
の
研
究
は
あ
っ
て
も
、
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
を
用
い
た
歴

史
研
究
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
未
踏
の
地
を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

他
方
で
、
一
九
九
九
年
九
月
に
は
、
学
術
創
成
研
究
「
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
国
際
研
究
集
会
と
し
て
、「
奴
隷
の
エ

リ
ー
ト Slave Elites in the M

iddle East and W
est A

frica

」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
西
ア
フ
リ
カ
近
代
史
を
専
門
と
す
る
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス John Philps

氏
（
弘
前
大
学
助
教
授
、
当
時
）
と
私
が
企
画
運
営
者
と
な
り
、
ア
フ
リ
カ
史
を
専
門
と
す
る
米
国
の
研
究
者
や
坂
井
信
三

氏
の
参
加
を
え
た
。
内
田
さ
ん
も
、
こ
の
集
会
に
目
を
か
が
や
か
し
て
参
加
し
た
。

　

翌
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
お
茶
大
が
交
流
協
定
を
締
結
し
た
ば
か
り
の
ロ
ン
ド
ン
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
校
（SO

A
S

）
へ
の
留
学
が
内
定

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
春
に
腸
に
癌
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
手
術
を
う
け
た
。
本
人
は
、
病
を
直
し
、
修
士
論
文
を
書
き
、
留
学
に
で
る
と
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い
う
意
志
を
持
ち
続
け
て
い
た
。
一
一
月
に
入
院
先
を
訪
れ
た
と
き
、
点
滴
の
器
具
を
つ
け
な
が
ら
も
、
修
士
論
文
の
主
題
で
あ
る
ソ
ン
ガ
イ

帝
国
の
統
治
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
年
一
二
月
二
五
日
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
自
宅
の
あ
る
熊
谷
市
で
の
葬
儀
に
は
、
同
級

生
は
も
と
よ
り
、
大
学
院
の
イ
ス
ラ
ー
ム
史
の
先
輩
た
ち
が
集
ま
り
、
新
井
由
紀
夫
先
生
も
出
席
さ
れ
た
。

　

四
十
九
日
の
法
要
を
す
ぎ
て
、
ご
自
宅
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
の
基
本
史
料
で
あ
る
『
ス
ー
ダ
ー
ン
年
代
記
』
の
全
訳
が

ノ
ー
ト
三
冊
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ノ
ー
ト
に
は
、
訳
文
が
、
一
行
あ
き
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
字
で
き
っ
ち
り
と
記
さ
れ
て

お
り
、
単
な
る
草
稿
で
は
な
く
、
一
見
し
て
清
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
当
時
日
本
で
は
西
ア
フ
リ
カ
史
の
研
究
や
史
料
も
限
ら
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
内
田
さ
ん
の
訳
稿
を
お
茶
の
水
史
学
に
掲
載
し
た
い
と
考
え
、
ご
両
親
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
語
の
原
本
や
仏
語
訳
、
英
語
訳
な
ど
内

田
さ
ん
の
遺
品
を
お
預
か
り
し
た
。
な
お
当
該
史
料
の
入
手
に
つ
い
て
は
、
黒
木
英
充
氏
（
現
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文

化
研
究
所
教
授
）
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
の
大
学
院
演
習
で
は
、
こ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
キ
ス
ト
を
読
む
こ
と
に
し
た
（
参
加
者
は
中
村
妙
子
、
太
田
啓
子
、
阿
久
津
正

幸
）。
し
か
し
、
私
た
ち
に
は
当
時
の
歴
史
や
地
理
に
つ
い
て
の
基
本
知
識
が
な
い
た
め
、
頓
挫
し
た
。
そ
の
後
、
私
自
身
が
、
学
部
や
大
学

の
行
政
職
に
つ
き
、
多
忙
な
生
活
が
続
い
た
た
め
、
刊
行
計
画
は
停
止
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

昨
二
〇
一
七
年
度
に
、
学
部
の
卒
業
論
文
と
し
て
西
ア
フ
リ
カ
の
交
易
を
テ
ー
マ
に
す
る
学
生
（
喜
古
萌
さ
ん
）
が
現
れ
た
。
喜
古
さ
ん
は

ア
ラ
ビ
ア
語
は
未
習
で
あ
っ
た
た
め
、
内
田
さ
ん
の
訳
稿
と
英
訳
書
を
貸
与
し
た
と
こ
ろ
、
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
崩
壊
後
の
交
易
の
状
況
に
興
味
を

も
っ
て
、
論
文
を
仕
上
げ
た
。
こ
れ
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
、
ハ
ン
ウ
ィ
ッ
ク
の
英
訳
書
で
省
略
さ
れ
て
い
る
当
該
時
期
（
第
三
一
章
以
降
）
を
掲

載
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
お
り
し
も
、
マ
グ
リ
ブ
史
を
専
攻
す
る
野
口
舞
子
さ
ん
が
博
士
学
位
を
え
て
、
一
八
年
度
か
ら
お
茶
大
の
リ
サ
ー
チ

フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
野
口
さ
ん
が
、
こ
の
時
期
の
西
ア
フ
リ
カ
と
モ
ロ
ッ
コ
の
関
係
に
も
興
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
内
田
さ
ん
の
訳
稿
の
点
検
（
修
正
・
補
筆
）
作
業
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
。
私
が
行
政
職
に
あ
る
た
め
、
退
職
が
定
年
よ
り
一
年
延
び
た

こ
と
も
幸
い
し
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
「
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
特
集
号
」
に
、
大
学
院
の
同
期
入
学
者
で
あ
る
嶺
崎
寛
子
さ
ん
や
先
輩
・
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後
輩
の
論
考
と
と
も
に
、
内
田
さ
ん
の
渾
身
の
遺
稿
を
一
部
と
は
い
え
、
刊
行
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
遺
稿
や
遺
品
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て

貸
与
く
だ
さ
り
、
出
版
に
つ
い
て
も
快
諾
を
く
だ
さ
っ
た
ご
両
親
内
田
千
之
様
、
伸
子
様
に
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

内
田
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と
き
か
ら
、
私
が
心
中
ひ
そ
か
に
銘
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
生
き
て
研
究
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
研
究
は
、
い
く
ら
努
力
し
て
も
よ
い
結
果
が
で
な
い
こ
と
や
、
公
私
の
事
情
で
妨
げ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
癌
と
い
う
病
に
侵
さ
れ
な
が
ら
も
、
初
志
を
貫
き
、
歩
む
こ
と
を
や
め
な
か
っ
た
内
田
さ
ん
の
こ
と
を
思
う
と
、
自
然
に
背
筋
が

伸
び
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

内
田
さ
ん
と
の
つ
き
あ
い
は
、
あ
ま
り
に
も
短
か
く
、
万
事
に
控
え
め
で
あ
っ
た
せ
い
か
思
い
出
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
同
期
生
の
近
藤
優

子
さ
ん
と
対
照
的
で
、
二
人
は
と
て
も
仲
が
良
い
ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た
。
三
年
生
の
一
二
月
日
光
へ
の
歴
代
最
小
規
模
の
学
科
旅
行
（
学
生
わ
ず

か
七
名
）
に
毅
然
と
し
て
参
加
し
た
強
者
の
ひ
と
り
だ
っ
た
。
四
年
生
の
六
月
に
私
が
シ
リ
ア
に
学
会
出
張
す
る
と
き
に
、
内
田
さ
ん
が
ア
ラ

ブ
女
性
が
着
る
服
を
買
っ
て
き
て
く
れ
な
い
か
、
と
珍
し
く
お
ね
だ
り
を
し
た
。
ダ
マ
ス
ク
ス
の
市
場
で
刺
繍
の
は
い
っ
た
長
衣
を
買
っ
て
渡

し
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
喜
ん
で
、
す
ぐ
に
着
替
え
て
現
れ
た
。
行
動
的
な
一
面
を
知
る
と
と
も
に
、
そ
の
と
き
の
嬉
し
そ
う
な
顔
は
鮮
や
か
な

記
憶
と
な
っ
て
い
る
。


